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笑顔でタッチ！
　　　　広がる思いやりの心

「表紙の写真」
９月に行われた
※RUN伴 2018

※ＲＵＮ伴
「認知症からまちづく
り」のキーワードで全
国各地にて開催され
ているイベント



しっかり確認！
歳入歳出決算を認定

９月
定例会

可決
原
案
全
て
を

　
第
３
８
９
回
定
例
会
は
、
９
月
４
日
か
ら
18
日
ま
で
15
日
間
に
渡
り
開
催
し
ま
し
た
。

　
平
成
29
年
度
決
算
認
定
で
８
議
案
、
平
成
29
年
度
の
決
算
に
係
る
報
告
６
件
、
平
成
30
年
度
補
正
予
算
７
議
案
、
条
例

改
正
４
件
、
さ
ら
に
陳
情
審
査
と
盛
り
沢
山
の
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
は
６
人
の
議
員
が
行
い
、
働
き
方
改
革
に
よ
る
社
会
変
化
へ
の
対
応
、
定
住
人
口
４
万
人
へ
の
挑
戦
、
空
き

家
対
策
、
元
気
あ
っ
ぷ
む
ら
の
経
営
改
善
、
新
庁
舎
整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
宝
積
寺
市
街
地
の
生
活
環
境
整
備
に
つ
い
て

執
行
部
と
議
論
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
各
常
任
委
員
会
で
は
、
付
託
さ
れ
た
補
正
予
算
等
の
議
案
を
審
議
、
決
算
特
別
委
員
会
で
は
全
議
員
に
て
、
平

成
29
年
度
の
予
算
の
執
行
状
況
及
び
事
業
内
容
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
最
終
日
は
、
各
常
任
委
員
長
よ
り
、
委
員
会
審
議
報
告
が
さ
れ
、
全
議
案
を
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
追
加
議
案
と
し
て
議
会
条
例
の
一
部
改
正
を
可
決
し
ま
し
た
。

歳入
 【町債】
町の借金 
　9.8%

【地方交付税】
国の税金から配分されるお金 11.4%

【国・県支出金】
国・県からの
補助金
14.3%

【繰入金ほか】
15.3%

【分担金・負担金など】
2.4%

【地方譲与税・交付金】
7.2％

【町税】
みなさんからの

税金
39.6％

総額
109億6875万円

総額
109億6875万円

公債費
6.2％

衛生費
7.4％

商工費
2.2％

土木費
9.0％

消防費 4.4％

教育費
18.6％

農林水産業費
4.7％

民生費
30.0％

議会費
1.2％

総務費
16.3％

歳出

総額
104億8335万円

総額
104億8335万円

名　　　目 29年度 28年度 増減率
町 税 43億5653万円 43億3659万円 0.5%
地 方 交 付 税 12億5284万円 12億9413万円 △3.2%
国 ・ 県 支 出 金 15億7039万円 16億4087万円 △4.3%
町 債 10億7400万円 5億8190万円 84.6%

名　　　目 29年度 28年度 増減率
民 生 費 31億4134万円 31億4733万円 △0.2%
教 育 費 19億5045万円 12億7205万円 53.3%
土 木 費 9億4367万円 9億303万円 4.5%
農 林 水 産 費 4億9067万円 5億5033万円 △10.8%

前年度との比較増減

前年度との比較増減

９
月
定
例
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歳
入
総
額
は
、
１
０
９
億
６
８
７
５
万

円
で
、
前
年
度
に
比
べ
11
億
７
６
３
２
万

円
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
の
構
成
を
み
る
と
、
町
税
が
全
体

の
39
％
で
歳
入
の
柱
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
出
総
額
は
１
０
４
億
８
３
３
５
万
円

で
、
前
年
度
に
比
べ
10
億
４
９
６
５
万
円

の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

民
生
費
が
全
体
の
30
％
で
、
町
民
の
福

祉
に
多
く
の
予
算
を
充
て
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
、
少
子
高
齢
化
に
対
す
る
予

算
は
、
介
護
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
へ
の
繰
出
金
や
、
保
育
園
の
運
営

委
託
に
使
わ
れ
ま
し
た
。

　

教
育
費
は
、
小
中
学
校
施
設
修
繕
や
エ

ア
コ
ン
整
備
、
東
小
学
校
校
舎
整
備
な
ど

が
大
き
な
比
重
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

全
体
的
に
は
、
子
育
て
、
教
育
、
高
齢

者
支
援
な
ど
に
配
慮
し
た
財
政
運
営
を
し

て
き
た
こ
と
が
確
認
で
き
ま
し
た
。

平成29年度　各会計別決算　総括表
名　　目 歳入総額 歳出総額 差引額

一　般　会　計 109億6875万円 104億8335万円 4億8540万円

特　
別　
会　
計

国 民 健 康 保 険 31億9723万円 30億6904万円 1億2819万円
後 期 高 齢 者 医 療 2億5933万円 2億5666万円 267万円
介 護 保 険 21億6999万円 21億2027万円 4972万円
宝積寺駅西第一土地区画整理事業 1億3194万円 1億156万円 3038万円
公 共 下 水 道 事 業 10億564万円 9億3418万円 7146万円
農 業 集 落 排 水 事 業 1億5429万円 1億4505万円 924万円

水道
事業
会計

収 益 的 収 入 及 び 支 出 5億9150万円 5億1297万円 7853万円
資 本 的 収 入 及 び 支 出 5321万円 3億3837万円 △2億8516万円

総
　
括
　
質
　
疑

平
成
29
年
度

一
般
会
計
決
算
の
内
容

町の事業を
平成29年度

質
　
　
疑

　

地
域
振
興
の
核
に
な
っ
て
い
る
温
泉
施

設
「
元
気
あ
っ
ぷ
む
ら
」
の
、
振
興
や
整

備
を
専
門
に
担
当
す
る
「
元
気
あ
っ
ぷ
創

生
課
」
を
新
設
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
１
．

職
員
の
執
行
体
制
は
？

２
．
職
員
給
与
費
９
０
０
万
円
及
び
職
員

手
当
等
９
６
０
万
円
、
共
済
費
３
０
０

万
円
の
積
算
根
拠
は
？

回
　
　
答

１
．
執
行
体
制
は
、
課
長
１
名
、
課
長
補

佐
兼
係
長
２
名
、
担
当
職
員
１
名
の
４

人
体
制
と
し
ま
す
。

２
．
職
員
給
与
費
等
は
、10
月
か
ら
の
６
ヶ

月
間
で
、
平
均
的
な
人
件
費
で
計
上
し

ま
し
た
。

　

今
後
必
要
な
事
業
費
等
が
確
定
し
だ
い
、

人
件
費
も
併
せ
て
補
正
し
ま
す
。

　
平
成
30
年
度一般
会
計
補
正
予
算

「
元
気
あ
っ
ぷ
創
生
課
」に
関
す
る

質
疑

元気に成長♪町の未来を担う子どもたち
９
月
定
例
会
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主
な
事
業
の
増
減
額
は
、

・
新
庁
舎
整
備
事
業
費

△
４
３
２
万
円

・
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
費

２
２
７
２
万
円

・
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
事
業
費

２
５
０
万
円

・
農
地
集
積
事
業
費

４
８
３
万
円

・
元
気
あ
っ
ぷ
む
ら
整
備
事
業
費

△
６
４
４
万
円

・
農
道
整
備
事
業
費

５
０
０
万
円

・
道
路
ス
ト
ッ
ク
事
業
費△１

９
０
０
万
円

・
学
習
支
援
事
業
費

１
８
４
万
円

・
東
小
学
校
整
備
事
業
費△

６
５
７
万
円

・
町
民
広
場
維
持
管
理
費

６
１
８
万
円

・
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベン
ト
開
催
事
業
費

△
６
９
万
円

・
情
報
の
森
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

　
改
修
事
業
費

 

３
５
０
万
円

・
給
食
運
営
費

３
７
４
万
円

の
ほ
か
、
職
員
の
人
件
費
、
特
別
会
計

へ
の
繰
り
出
し
金
等
が
あ
り
ま
し
た
。

・
学
習
支
援
新
事
業

　

今
回
の
補
正
予
算
の
歳
入
で
、
一
般
寄
付
金
が

３
者
か
ら
あ
り
、
そ
の
う
ち
の
１
名
の
方
が
、
町

へ
寄
付
を
す
る
に
あ
た
り
、「
こ
の
寄
付
金
を
恵
ま

れ
な
い
学
習
環
境
に
あ
る
子
ど
も
達
の
支
援
に

使
っ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
思
い
を
受
け
、
新
た
な

支
援
事
業
を
創
出
し
ま
し
た
。

　
不
登
校
児
童・生
徒
へ
の
事
業
は
、「
ひ
よ
こ
の
家
」、

「
い
じ
め・
不
登
校
予
防
対
策
」、「
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー・
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
活
用
事

業
」な
ど
を
行
っ
て
お
り
、こ
の
度
の
あ
り
が
た
い

寄
付
に
よ
り
、さ
ら
に
不
登
校
児
童・
生
徒
に
対
す

る
手
厚
い
支
援
が
で
き
る
様
に
な
り
ま
し
た
。

事
業
内
容

　
「
ひ
よ
こ
の
家
」
に
通
え
な
い
児
童
・
生
徒
に
対

し
、
３
名
程
度
の
支
援
員
に
よ
る
「
相
談
」、「
学

習
支
援
」
を
行
う
も
の
で
す
。

新
庁
舎
整
備
事
業
の
無
期
限
延
期

・
新
庁
舎
整
備
事
業
費

　

こ
の
事
業
は
、
平
成
30
年
か
ら

平
成
32
年
度
ま
で
の
3
年
間
を「
継

続
費
」
と
い
う
形
で
予
算
を
組
ん

で
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
現
段
階
に
お
け
る
重

要
課
題
は
「
土
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
」

の
今
後
の
在
り
方
と
、「
元
気
あ
っ

ぷ
む
ら
」
の
道
の
駅
化
に
向
け
た

整
備
が
あ
り
、
こ
れ
ら
を
最
優
先

と
し
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
整
備
事

業
は
無
期
限
延
期
と
い
う
形
に
な

り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
今
回
減
額
補
正

を
し
、
事
業
費
を
０
円
に
し
ま
し
た
。

町
道
の
補
修
費
が
減
額

・
道
路
ス
ト
ッ
ク
事
業
費

　
こ
の
事
業
は
、
光
陽
台
地
内
の
町
道
２
０
９
号
線
の
路
面
の
調
査

を
し
た
結
果
、
修
繕
の
必
要
性
が
高
い
と
判
断
し
、
当
初
予
算
で
、

設
計
委
託
４
０
０
万
円
、
修
繕
工
事
費
１
５
０
０
万
円
が
計
上
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
今
回
の
補
正
に
お
い
て
、
こ
の
事
業
に
対
す
る
国
の
補

助
金
が
当
初
見
込
み
よ
り
も

低
い
こ
と
が
判
明
し
、
町
単

独
の
予
算
で
は
厳
し
い
た
め
、

事
業
費
の
全
額
を
減
額
補
正

し
、
次
年
度
に
事
業
が
実
施

で
き
る
計
画
を
再
構
築
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

匿名寄付者の思いから新たな支援事業が創出
不登校児童・生徒に寄り添う学習支援はじまる

平
成
30
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
の
概
要

注
目
！
不
登
校
児
童
生
徒
へ
の

新
た
な
支
援
事
業

主
な
事
業
の
概
要
説
明

光陽台地内の町道209号線
つぎはぎの路面

老朽化の進む庁舎
新庁舎整備は継続的に検討する必要はある

「どこで学ぶかではなく、
何を学ぶのか」

悩みを抱え込まず、まず相談を
学校教育課　TEL 675−1037

「フリースペース
ひよこの家」紹介

スクールカウンセ
ラー・ソーシャル
ワーカーの役割

９
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Q	

高
根
沢
町
に
は
、
何
名
の
方
が
い

る
の
？

　
人
権
擁
護
委
員
は
現
在
、
全
国
に
約
１
万

４
０
０
０
人
い
ま
す
。

　

本
町
は
、
６
名
の
委
員

が
委
嘱
さ
れ
活
動
し
て
い

ま
す
。

Q　
報
酬
は
あ
る
の
？

　
報
酬
は
、
無
報
酬
で
す
。

Q	

委
員
の
委
嘱
と
任
期
は
？

　

委
員
の
委
嘱
は
、
市
町
村
長
が
、
市
町
村

議
会
の
意
見
を
聞
い
て
、
人
権
擁
護
委
員
の

候
補
者
を
法
務
大
臣
に
推
薦
し
、
委
嘱
さ
れ

ま
す
。

　
委
員
の
任
期
は
３
年
間
で
す
。

人
権
擁
護
委
員
っ
て

ど
ん
な
こ
と
を
し
て
い
る
人
？

　
今
定
例
会
に
お
い
て
、
諮
問
第
１
号
と
し

て
「
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
」
に
対
す
る
意

見
が
議
会
に
求
め
ら

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
時
に
、「
人

権
擁
護
委
員
さ
ん
の

役
割
を
町
民
の
皆
様

は
知
っ
て
い
る
の
だ

ろ
う
か
？
」
と
思
い
、

こ
こ
で
紹
介
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

Q　
人
権
擁
護
委
員
っ
て
ど
ん
な
方
？

　
「
人
権
擁
護
委
員
」
は
、「
人
権
擁
護
委
員

法
」
に
基
づ
い
て
、
人
権
相
談
を
受
け
た
り
、

人
権
の
考
え
を
広
め
る
活
動
を
し
て
い
る
民

間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

Q　
委
員
の
役
割
は
？

　

地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
人
権
相
談
を
受
け
、

問
題
解
決
の
お
手
伝
い
や
、
法
務
局
の
職
員

と
協
力
し
て
、
人
権
侵
害
に
よ
る
被
害
者
の

救
済
、
人
権
に
つ
い
て
関
心
を
持
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
な
啓
発
活
動
が
主
な
役
割
で
す
。

傍
聴
者
の
声

　
　

　
私
は
、
年
４
回
開
催
さ
れ
る
町

議
会
定
例
会
を
毎
回
傍
聴
し
て
い

ま
す
。

　
議
会
は
民
意
が
反
映
さ
れ
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、
町
民
の
暮
ら
し
に

直
結
す
る
も
の
で
す
。

　
毎
回
様
々
な
議
論
が
繰
り
広
げ

ら
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

傍
聴
者
が
少
な
い
こ
と
が
非
常
に

残
念
で
す
。

　
議
員
の
方
々
に
は
、
今
ま
で
以

上
に
町
民
の
声
を
町
政
に
反
映
し

て
い
た
だ
き
、
身
近
な
議
会
に
な

る
よ
う
、
積
極
的
に
情
報
発
信
し
、

魅
力
あ
る
町
づ
く
り
に
貢
献
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

・
職
員
給
与
費
（
元
気
あ
っ
ぷ
創
生
課
）

　
今
回
の
定
例
会
に
お
い
て
採
決
し
た
、
新
し
く
創
設

す
る
「
元
気
あ
っ
ぷ
創
生
課
」
に
お
い
て
４
名
の
職
員

分
、
２
１
６
０
万
円
が
新
た
に
補
正
さ
れ
ま
し
た
。

　
配
属
さ
れ
る
職
員
は
、「
都
市
整
備
課
」、「
産
業
課
」、

「
企
画
課
」、「
総
務
課
」
の
４
つ
の
課
か
ら
異
動
と
な
っ

た
職
員
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
課
に
任
さ
れ
た
仕
事
は
、「
元
気
あ
っ
ぷ
む
ら
」

の
道
の
駅
化
に
伴

う
整
備
に
対
し
、

特
命
課
と
し
て
役

割
を
果
た
し
て
い

き
ま
す
。

　
「
道
の
駅　

元

気
あ
っ
ぷ
む
ら
」

と
し
て
、
再
び
活

力
あ
る
、魅
力
あ

る
、行
き
た
く
な

る
施
設
に
な
る
よ

う
、こ
れ
か
ら
の

取
り
組
み
に
注
目

す
る
と
共
に
、期

待
し
て
い
ま
す
。

　
議
会
と
し
て
も
、

住
民
意
見
を
取
り

入
れ
た
提
言
を
し
、

町
民
に
愛
さ
れ
る

施
設
と
な
る
よ
う

努
め
て
い
き
ま
す
。

新
し
く
創
設
さ
れ
る
特
命
課

精
鋭
職
員
４
名
が
着
任

どんな形でリニューアルするのか注目される！

大山　晃一さん（46歳）
職業：金融業　出身：宇都宮市

知
っ
て
ま
す
か
？

人
権
擁
護
委
員
さ
ん
を

人権まもる君 人権あゆみちゃん

９
月
定
例
会
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員
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循
環
型
農
業
や
医
療
費
、原
発
に

関
す
る
陳
情
審
査
結
果

①
高
根
沢
町
土
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
存
続
に
関

す
る
陳
情

　
　
審
議
結
果　
　
継
続
審
査

　
〈
内
容
詳
細
は
13
ペ
ー
ジ
に
記
載
〉

②
高
根
沢
町
土
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
継
続
稼
働

に
関
す
る
陳
情

　
　
審
議
結
果　
　
継
続
審
査

　
〈
内
容
詳
細
は
13
ペ
ー
ジ
に
記
載
〉

③
患
者
負
担
を
増
や
さ
な
い
こ
と
を
求
め
る

国
へ
の
意
見
書
提
出
に
関
す
る
陳
情

　
　
審
議
結
果　
　
継
続
審
査

　
〈
内
容
詳
細
は
10
ペ
ー
ジ
に
記
載
〉

④
難
病
医
療
費
助
成
制
度
の
改
善
を
求
め
る

国
へ
の
意
見
書
提
出
に
関
す
る
陳
情

　
　
審
議
結
果　
　
継
続
審
査

　
〈
内
容
詳
細
は
11
ペ
ー
ジ
に
記
載
〉

⑤
東
海
第
二
原
発
の
稼
働
延
長
を
認
め
な
い

意
見
書
提
出
を
求
め
る
陳
情

　
　
審
議
結
果　
　
継
続
審
査

　
〈
内
容
詳
細
は
8
ペ
ー
ジ
に
記
載
〉

町へ提出した意見書　　　「動物愛護精神」の醸成を
犬猫の不妊・去勢手術費用助成制度の設置に関する陳情の
審査は９ページの総務常任委員会報告に記載しています。

陳
情
審
査
の
流
れ

①　
陳
情
者
が
文
書
で
議
会
事
務
局
に
提
出

②　
議
会
事
務
局
で
形
式
や
記
載
事
項
等
を
確
認
し
、
議
長
が
受
理

③　
議
会
運
営
委
員
会
で
付
託
先
等
や
陳
情
の
取
扱
い
に
つ
い
て
協
議

④　
本
会
議
で
正
式
に
所
管
の
委
員
会
に
付
託
（
審
査
依
頼
）

⑤　
所
管
の
委
員
会
で
詳
細
に
、
慎
重
に
審
査
を
行
い
、
採
択
・
不
採
択
・
一
部
採
択
・
継
続
審
査
等
を
決
定

⑥　
本
会
議
に
お
い
て
、
委
員
長
が
委
員
会
の
審
査
結
果
を
報
告
し
、
そ
の
結
果
を
基
に
最
終
的
な
陳
情
等
の
取
扱
い

　
　
（
採
択
・
不
採
択
・
一
部
採
択
・
継
続
審
査
等
）
を
議
員
全
員
で
決
定
（
議
決
）

　
陳
情
審
査
で
総
務
常
任
委
員
会
が
審
議
し
た
結
果
、
原
文
の
内
容
を
本
町
の
現
状
に
合
わ
せ
た
文
章
に
し
、
議
会
か
ら
町

へ
意
見
書
と
い
う
形
で
提
出
し
ま
し
た
。

犬猫の不妊・去勢に関する意見書を提出
行政の判断に期待する！

９
月
定
例
会

委
員
会
審
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採

決

結
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予
算
要
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議員名

議　案

澤
畑　
宏
之

髙
根　
　
博

佐
藤　
晴
彦

鈴
木
伊
佐
雄

中
山
喜
美
一

加
藤　
　
章

齋
藤　
誠
治

梅
村　
達
美

横
須
賀
忠
利

小
林　
栄
治

神
林　
秀
治

森　
　
弘
子

野
中　
昭
一

鈴
木　
利
二

阿
久
津
信
男

採
決
結
果

発議
第１号 議会決算特別委員会の設置 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

第１号 課設置条例の一部改正（元気あっぷ創生課） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ╳ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎
第２号 監査委員に関する条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

第３号 家庭的保育事業の設備・運営に関する基準を
定める条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ╳ ○ ○ ○ ◎

第４号 水道事業・下水道事業の設置等に関する条例
の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

第５号 平成29年度一般会計歳入歳出決算認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ╳ ○ ○ ○ ◎
第６号
～
第８号

平成29年度　国民健康保険・後期高齢者医療・
介護保険特別会計歳入歳出決算認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ╳ ○ ○ ○ ◎

第９号
～
第11号

平成29年度　宝積寺駅西第１土地区画整理事
業・公共下水道事業・農業集落排水事業特別
会計歳入歳出決算認定

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

第12号 平成29年度水道事業会計剰余金の処分・歳入
歳出決算認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

第13号 平成30年度一般会計補正予算議決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ╳ ○ ╳ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎
第14号
～
第17号

平成30年度　国民健康保険・後期高齢者医療・
介護保険・宝積寺駅西第１土地区画整理事業
特別会計補正予算議決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

第18号
～
第19号

平成30年度下水道・水道事業会計補正予算議決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

第20号 たから保育園に係る指定管理者の指定の期間の変更 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎
諮問
第１号 人権擁護委員の推薦 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

陳情 土づくりセンター存続に関する陳情
（委員会は継続審査） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

陳情 土づくりセンター継続稼働に関する陳情
（委員会は継続審査） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

陳情 患者負担を増やさないことを求める国への意
見書提出に関する陳情（委員会は継続審査） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

陳情 難病医療費助成制度の改善を求める国への意
見書提出に関する陳情（委員会は継続審査） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

陳情 東海第二原発の稼働延長を認めない意見書の
提出を求める陳情（委員会は継続審査） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ╳ ○ ○ ○ ◎

陳情 犬猫の不妊去勢手術費用助成制度の設置を求
める意見書（委員会は採択） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

意見書案
第１号

犬猫の不妊去勢手術費用助成制度の設置を求
める意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

※１　齋藤武男議員は、議長であるため採決に加わりません。　　※２　○は賛成で、╳は反対、◎は可決の意味を表しています。

各々の議員がしっかりとした判断・審査!!
９月定例会　採決結果一覧表

９
月
定
例
会

委
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総務常任 委員会
付託案件の  審議報告!!

　　所管課：　総務課　企画課　地域安　 全課　税務課　環境課
　　　　　　　会計課　監査委員事務局　 議会事務局

平
成
30
年
度

　
補
正
予
算
審
議

説
　
　
明

　
主
な
補
正
内
容
は
、

（
歳
入
）

・
町
税

５
２
０
０
万
円

・
普
通
交
付
税

１
億
６
５
４
４
万
円

・
一
般
寄
付
金

５
３
０
万
円

・
臨

※

時
財
政
対
策
債

２
６
０
０
万
円

（
歳
出
）

・
新
庁
舎
整
備
事
業
費

△
４
３
２
万
円

・
松
谷
正
光

　
　
　
ド
リ
ー
ム
基
金

２
０
０
万
円

が
主
な
も
の
で
、
そ
の
他
に
職

員
の
人
件
費
、
各
統
計
調
査
事

務
費
な
ど
の
増
減
額
補
正
が
あ

り
ま
し
た
。

※
臨
時
財
政
対
策
債

　
国
の
地
方
交
付
税
の
財
源
が
不

足
し
た
時
に
、
交
付
額
を
減
ら
し
、

地
方
公
共
団
体
に
地
方
債
を
発
行

さ
せ
る
制
度
で
、
自
治
体
が
地
方

債
を
発
行
す
る
が
、
償
還
す
る
費

用
は
後
年
度
の
地
方
交
付
税
で
交

付
さ
れ
る
。

一般会計補正予算に関する主な質疑

町民の給与所得アップ？
個人町民税の件数・税額が増加

高根沢町を思う心に感謝!!
住民・企業から寄付をいただく

Q　
一
般
寄
付
金
の
５
３

　
　
　
　
０
万
円
は
何
件
か
ら

の
寄
付
で
、
そ
の
内
訳
は
？

Q　
平
成
29
年
度
と
30
年

　
　
　
　
度
の
比
較
で
、
個
人

町
民
税
の
給
与
所
得
者
特
別
徴

収
の
件
数
と
金
額
は
？

A　
寄
付
を
く
だ
さ
っ
た

　
　
　
　
方
は
、
個
人
２
名
と

企
業
１
社
で
、
内
訳
と
し
て
、

・
松
谷
正
光
氏

２
０
０
万
円

・
匿
名
寄
付
者

２
４
０
万
円

・
建
設
関
係
企
業

９
０
万
円

で
あ
り
、
こ
の
寄
付
は
「
松
谷

正
光
ド
リ
ー
ム
基
金
」
の
積
み

立
て
や
、「
学
習
支
援
事
業
」

な
ど
に
活
用
し
て
、
有
効
的
な

事
業
推
進
を
図
り
ま
す
。

A　
特
別
徴
収
の
年
度
当

　
　
　
　
初
時
の
比
較
で
、

・
平
成
29
年
度
調
定
件
数

１
万
１
１
５
８
件

　
税
額

１
４
億
３
６
３
８
万
円

・
平
成
30
年
度
調
定
件
数

１
万
１
５
０
９
件

　
税
額

１
４
億
６
８
７
３
万
円

で
し
た
。

　
調
定
件
数
は
、
３
５
１
件
の

増
加
で
、
税
額
は
３
２
３
４
万

円
増
え
て
い
ま
す
。

匿名寄付者の思いから「学習支援
事業」は新たに生まれました

町民が納めてくれる「税金」で
「まちづくり」されています

審
査
結
果

　
第
二
原
発
の
再
稼
働
は
、
東

海
村
と
周
辺
５
市
の
首
長
懇
談

会
が
、
日
本
原
子
力
発
電
と
事

前
了
承
件
を
認
め
た
安
全
協
定

を
結
ん
で
お
り
、
今
後
は
懇
談

会
等
で
議
論
さ
れ
た
内
容
を
踏

ま
え
て
判
断
す
る
と
の
意
見
に

集
約
さ
れ
、
閉
会
中
の
継
続
審

査
と
し
ま
し
た
。

　

右
の
図
は
、
東
海
第
二
原
発
を

中
心
に
、
10
㎞
間
隔
で
円
の
線
を

示
し
た
も
の
で
す
。

　

本
町
ま
で
の
距
離
は
、
約
60
㎞

で
す
。

　

原
発
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
は
密

接
な
関
係
で
す
。

　
原
発
稼
働
の
是
非
を
問
う
と
と
も

に
、
各
々
が
節
電
の
意
識
を
持
ち
取

り
組
む
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

陳
情
者

　
原
発
い
ら
な
い
栃
木
の
会

陳
情
内
容

　
こ
の
陳
情
は
、
東
海
第
２
原

発
の
40
年
を
超
え
る
稼
働
延
長

を
認
め
な
い
旨
の
意
見
書
を
採

択
し
、
採
択
し
た
意
見
書
を
稼

働
許
可
を
持
つ
「
原
子
力
規
制

委
員
会
」
や
「
関
係
官
庁
」
に

対
し
、
送
付
を
希
望
す
る
内
容

で
す
。主

な
意
見

・	

町
民
の
安
全
安
心
を
考
え
る

な
ら
、
再
稼
働
は
認
め
ら
れ

な
い
。

・	

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
は
国
策
で

あ
る
。

・	

こ
の
国
か
ら
原
発
の
知
識
・

技
術
を
無
く
す
こ
と
は
で
き

ず
、「
本
町
に
近
い
か
ら
反

対
」
と
い
う
論
点
で
の
判
断

は
で
き
な
い
。

　
な
ど
の
意
見
が
出
ま
し
た
。

陳
情
に
関
す
る
審
議

東
海
第
２
原
発
の
稼
働
延
長
を
認
め
な
い
意
見
書
の

提
出
を
求
め
る
陳
情

9
月
定
例
会
採

決

結

果

一

般

質

問

委
員
会
審
議

予
算
要
求

（8）（8）



総務常任 委員会
付託案件の  審議報告!!

　　所管課：　総務課　企画課　地域安　 全課　税務課　環境課
　　　　　　　会計課　監査委員事務局　 議会事務局

「元気あっぷむら」 再生に特化した

新しい特命課が設置される

主
な
意
見

・	「
動
物
愛
護
等
に
関
す
る
法

律
」
で
、
所
有
者
責
任
に
動

物
の
繁
殖
を
含
め
た
適
正
な

飼
育
が
明
記
さ
れ
て
お
り
、

所
有
者
責
任
で
あ
る
。

・	

本
町
で
、「
物
置
で
子
猫
が

生
ま
れ
る
」、「
庭
先
で
糞
尿

が
さ
れ
る
」
な
ど
の
実
情
が

あ
り
、
解
決
す
る
方
策
を
打

ち
出
す
必
要
が
あ
る
。

　
な
ど
の
意
見
が
出
ま
し
た
。

審
査
結
果

　
適
正
な
飼
育
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

を
後
押
し
す
る
有
効
な
方
策
と

し
て
、
助
成
制
度
の
創
設
を
希

望
す
る
と
文
言
の
整
理
を
し
、

全
員
一
致
で
採
択
し
ま
し
た
。

陳
情
者

　
栃
木
県
不
幸
な
動
物
を
無
く

す
会陳

情
内
容

　
こ
の
陳
情
は
、
６
月
定
例
会

で
継
続
審
査
に
な
っ
て
お
り
、

犬
猫
の
不
妊
・
去
勢
手
術
費
用

の
助
成
金
制
度
を
、
本
町
に
お

い
て
も
創
設
を
希
望
す
る
内
容

で
す
。

Q　
一
刻
も
早
い
経
営
改

　
　
　
　

善
を
目
指
す
の
な
ら
、

本
年
３
月
議
会
で
条
例
改
正
を

行
う
べ
き
だ
っ
た
の
で
は
？

A　
「
元
気
あ
っ
ぷ
活
性

　
　
　
　

化
プ
ラ
ン
」
が
本
年

８
月
に
完
成
す
る
ま
で
、
計
画

の
全
容
が
不
明
確
で
あ
っ
た
た

め
、
組
織
改
編
に
踏
み
切
れ
な

か
っ
た
の
で
、
こ
の
タ
イ
ミ
ン

グ
と
な
り
ま
し
た
。

Q　
ハ
ー
ド
整
備
だ
け
で

　
　
　
　

な
く
、
既
存
施
設
を

利
活
用
し
た
ソ
フ
ト
面
の
充
実

も
図
る
べ
き
と
考
え
る
が
？

A　
「
元
気
あ
っ
ぷ
創
生

　
　
　
　

課
」
は
、
施
設
整
備

の
係
と
振
興
を
図
る
係
を
置
き

全
体
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

　
ま
た
、
運
営
形
態
を
見
直
す

必
要
性
を
感
じ
る
た
め
、
新
た

な
課
で
検
討
し
、「
元
気
あ
っ

ぷ
む
ら
」
を
抜
本
的
に
考
え
て

い
き
ま
す
。

Q　
新
た
な
課
を
設
置
し

　
　
　
　

な
く
て
も
、
現
在
ま

で
「
元
気
あ
っ
ぷ
む
ら
」
を
担

当
し
て
き
た
産
業
課
内
部
で
の

組
織
改
編
で
済
む
と
思
う
が
？

A　
既
存
組
織
で
の
対
応

　
　
　
　

や
、
産
業
課
内
の
新

た
な
係
を
設
置
し
て
は
ど
う
か

な
ど
、
様
々
な
ケ
ー
ス
を
検
討

し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
産
業
課
の
所
掌
事

務
が
広
範
囲
に
及
ん
で
い
る
事

や
、「
元
気
あ
っ
ぷ
む
ら
」
の

活
性
化
を
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ

て
進
め
て
い
く
こ
と
な
ど
、
特

命
の
課
を
新
た
に
設
置
し
て
、

直
接
的
な
指
示
命
令
系
統
と
一

定
の
権
限
を
持
た
せ
て
業
務
遂

行
し
て
い
く
こ
と
が
適
切
と
判

断
し
た
結
果
、
議
案
上
程
を
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

課
設
置
条
例
の

　
　
　
一
部
改
正

説
　
　
明

　
こ
の
改
正
は
、
新
た
な
課
を

設
置
す
る
た
め
、
条
例
の
一
部

改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

　
「
元
気
あ
っ
ぷ
む
ら
」
の
「
道

の
駅
」
化
に
あ
わ
せ
て
、
大
規

模
な
施
設
の
再
整
備
を
進
め
て

い
く
た
め
、
組
織
機
構
の
一
部

見
直
し
を
行
い
、
所
掌
事
務
を

「
元
気
あ
っ
ぷ
む
ら
」
の
活
性

化
に
特
化
し
た
「
元
気
あ
っ
ぷ

創
生
課
」
を
新
た
に
設
置
す
る

も
の
で
す
。

　
今
回
の
定
例
会
で
議
決
さ
れ

た
こ
と
で
、
平
成
30
年
10
月
１

日
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
議
会
に
お
け
る
所
管
委
員
会

は
「
建
設
産
業
常
任
委
員
会
」

と
な
り
ま
す
が
、
住
民
の
皆
様

も
今
後
の
事
業
展
開
を
注
目
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
し
っ
か
り

と
し
た
審
議
を
議
員
全
員
で

行
っ
て
い
き
ま
す
。 町

条
例
の
一
部
改
正
に
関
す
る
審
議

ペットは大切な
家族の一員です♪
動物の
殺処分ゼロ社会を
みんなで作ろう!!

環境省「捨てず増やさず飼うなら一生」
パンフレットQRコード

犬
猫
の
不
妊
去
勢
手
術
費
用
助
成
制
度
設
置
の
陳
情

9
月
定
例
会
採

決

結

果

予
算
要
求

委
員
会
審
議

一

般

質

問

（9）（9）



教育福祉常 任委員会
付託案件の  審議報告!!

　　所管課：　学校教育課　こども　 みらい課　生涯学習課
　　　　　　　住民課　健康福祉課

障
が
い
者
福
祉
事
業
の
増
額
補
正
の

経
緯

Q　
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
費
支
給
事
業
費

　
　
　
　

が
増
額
と
な
っ
た
が
、
主
に
ど
の
よ
う

な
事
業
が
行
れ
た
の
か
？

A　
障
が
い
者
支
援
事
業
で
、
７
月
か
ら
町

　
　
　
　

内
の
就
労
継
続
支
援
（
Ｂ
型
）
事
業
所

１
ヶ
所
、
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
１
ヶ

所
、町
外
（
さ
く
ら
市
）
へ
の
児
童
発
達
支
援
サ
ー

ビ
ス
が
増
え
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

町
民
広
場
浄
化
槽
の
老
朽
化

Q　
町
民
広
場
の
浄
化
槽
修
繕
工
事
は
、
ど

　
　
　
　

の
よ
う
な
工
事
な
の
か
？

A
　

浄
化
槽
内
の

機
械
の
劣
化
に

よ
り
、
正
常
に

動
か
な
く
な
っ

た
こ
と
で
、
取

り
換
え
工
事
及

び
浄
化
槽
の
汚

水
汲
み
取
り
工

事
を
行
い
ま
す
。

平
成
30
年
度

　
補
正
予
算
審
議

説
　
　
明

　
主
な
補
正
内
容
は
、

（
歳
入
）

・
子
ど
も
の
た
め
の
教
育
・
保
育
給
付
交
付
金

１
億
８
８
０
０
万
円

・
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
費
等
負
担
金

５
８
７
万
円

・
介
護
保
険
特
別
会
計
繰
入
金

１
５
１
７
万
円

（
歳
出
）

・
東
小
学
校
校
舎
整
備
事
業
費

△
６
５
７
万
円

・
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
費

　
支
給
事
業
費

２
２
７
２
万
円

・
不
登
校
児
童
生
徒
学
習
支
援
事
業
費
委
託

１
８
４
万
円

・
町
民
広
場
維
持
管
理
費

　
　
　
（
浄
化
槽
修
繕
工
事
）６１

８
万
円

が
一
般
会
計
の
主
な
も
の
で
、
そ
の

他
、
人
事
異
動
等
に
伴
う
人
件
費
の

補
正
で
し
た
。

一般会計補正予算に関する主な質疑

情
報
の
森
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
改
修
工
事

Q　
防
球
ネ
ッ
ト
増
設
工
事
が
行
わ
れ
る
が

　
　
　
　

工
事
内
容
は
？

A
　
防
球
ネ
ッ
ト
の

高
さ
は
３
ｍ
だ
っ

た
が
、
隣
接
す
る

車
道
に
ボ
ー
ル
が

飛
び
出
る
事
案
が

あ
り
、
今
後
危
険

な
状
況
を
な
く
す

為
、
８
ｍ
ま
で
高

く
し
、
安
全
に
使

用
で
き
る
よ
う
に

し
ま
す
。

東
小
工
事
完
了
清
算

Q　
東
小
学
校
校
舎
整
備
に
お
け
る
工
事
請

　
　
　
　

負
費
及
び
備
品
購
入
費
が
減
額
に
な
っ

た
理
由
は
？

A　
工
事
費
は
、
完
了
に
伴
い
清
算
し
た
結

　
　
　
　

果
と
し
て
減
額
補
正
と
な
り
、
備
品
購

入
費
は
予
定
し
た
金
額
よ
り
も
安
く
購
入
で
き
た

た
め
で
す
。

陳
情
に
関
す
る
審
議

患
者
負
担
を
増
や
さ
な
い
こ
と
を
求
め

る
国
へ
の
意
見
書
提
出
に
関
す
る
陳
情

陳
情
者

　
栃
木
県
保
険
医
協
会

陳
情
内
容

　
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
誰
で
も
安
心
し
て
医

療
機
関
に
受
診
で
き
る
状
態
を
維
持
す
る
た
め
に

も
、
今
後
の
国
の
方
向
性
は
、
患
者
負
担
増
に
な

り
う
る
要
因
と
し
て

・	

75
歳
以
上
の
窓
口
負
担
を
原
則
一
割
か
ら
二
割

に
し
な
い
こ
と

・	

受
診
の
度
に
窓
口
負
担
に
上
乗
せ
し
な
い
こ
と

・	

薬
の
保
険
外
し
に
よ
り
患
者
負
担
を
増
や
さ
な

い
こ
と

費
用
の
心
配
な
く
受
診
で
き
る
た
め
の
窓
口
負
担

軽
減
を
求
め
て
い
る
内
容
で
す
。

主
な
意
見
及
び
審
査
結
果

　
現
役
人
口
が
減
少
す
る
一
方
で
、
高
齢
者
人
口

が
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
給
付
の

構
造
だ
け
で
な
く
負
担
の
構
造
に
つ
い
て
も
議
論

を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
の
意
見
に
よ
り
、
閉

会
中
の
継
続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。

グラウンド北側にある浄化槽

安心して使えるテニスコートへ

9
月
定
例
会

一

般

質

問

委
員
会
審
議

採

決

結

果

予
算
要
求

（10）（10）



教育福祉常 任委員会
付託案件の  審議報告!!

　　所管課：　学校教育課　こども　 みらい課　生涯学習課
　　　　　　　住民課　健康福祉課

指定管理保育園の管理期間が

平成３２年３月３１日まで延長！

た
か
ら
保
育
園
の
指
定
期
間
変
更

説
　
　
明

　

た
か
ら
保
育
園
の
、
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
し
て
10

数
年
が
経
ち
、
今
後
ど
の
よ
う
な
保
育
園
の
運
営
形
態
が

利
用
者
に
と
っ
て
よ
い
か
、
ま
た
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
更
な

る
充
実
に
向
け
た
検
討
を
す
る
た
め
、
保
護
者
の
意
見
聴

衆
や
客
観
的
な
評
価
を
実
施
す
る
な
ど
、
検
証
が
重
要
と

な
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
十
分
な
期
間
を
必
要
と
す
る
た
め
、
指
定
管

理
期
間
を
１
年
延
長
し
平
成
32
年
３
月
31
日
と
す
る
も
の

で
す
。

主
な
質
疑

Q　
保
護
者
へ
の
説

　
　
　
　

明
を
行
っ
た
の

か
？

　

ま
た
、
参
加
で
き
な

か
っ
た
保
護
者
へ
の
対

応
は
？

A　
８
月
31
日
と
９

　
　
　
　

月
１
日
の
２
回

に
分
け
て
説
明
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

参
加
で
き
な
か
っ
た
保

護
者
へ
は
文
書
を
送
付
し
、

主
旨
理
解
を
図
れ
る
よ
う

対
応
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
後
の
町
の
予
定
は

　
現
在
指
定
管
理
を
行
っ

て
い
る
２
つ
の
保
育
園

（
た
か
ら
保
育
園
・
ひ
ま

わ
り
保
育
園
）
を
利
用
す

る
保
護
者
の
ご
意
見
を
聴

取
し
、
保
育
園
の
運
営
形

態
や
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

　
今
後
の
議
会
の
予
定
は

　
教
育
福
祉
常
任
委
員
会

と
し
て
、
保
育
園
の
公
設

公
営
、
公
設
民
営
、
民
設

民
営
の
三
運
営
形
態
に
つ

い
て
、
町
内
８
カ
所
の
保

育
施
設
の
視
察
等
を
行
い
、

調
査
・
研
究
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

高
根
沢
町
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及

び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の

一
部
改
正

説
　
　
明

　

家
庭
的
保
育
事
業
所
等
は
、
連
携
保
育
施
設
の
確
保
義

務
が
あ
り
、
連
携
協
力
者
が
代
替
保
育
を
行
う
こ
と
で
、

連
携
施
設
が
行
う
代
替
保
育
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

連
携
協
力
者
と
の
取
り
決
め
内
容
や
、
代
替
保
育
を
行

う
場
所
に
よ
る
連
携
協
力
者
の
条
件
、
食
事
の
提
供
に
関

す
る
特
例
、
居
宅
で
保
育
す
る
事
業
所
に
対
し
、
調
理
設

備
の
経
過
措
置
な
ど
の
規
定
に
つ
い
て
、
規
制
を
緩
和
す

る
も
の
で
す
。

Q　
本
町
で
該
当
す

　
　
　
　

る
事
業
所
は
？

A　
該
当
す
る
事
業

　
　
　
　

所
は
１
件
あ
り
、

ト
チ
ナ
ビ
有
限
会
社
が
運

営
し
て
い
る
「
ゆ
う
ゆ
う

ラ
ン
ド
高
根
沢
園
」
が
あ

り
ま
す
。

難
病
医
療
費
助
成
制
度
の
改
善
を
求
め

る
国
へ
の
意
見
書
提
出
に
関
す
る
陳
情

陳
情
者

　
栃
木
県
保
険
医
協
会

陳
情
内
容

　
平
成
26
年
５
月
に
「
難
病
の
患
者
に
対
す
る
医

療
等
に
関
す
る
法
律
」
が
成
立
し
、
平
成
27
年
１

月
か
ら
新
た
な
難
病
医
療
費
助
成
制
度
が
施
行
さ

れ
、
助
成
対
象
と
な
る
疾
病
が
大
幅
に
拡
大
さ
れ

た
一
方
で
、
自
己
負
担
の
引
き
上
げ
や
認
定
基
準

の
強
化
が
行
わ
れ
た
と
い
う
内
容
で
す
。

主
な
意
見
及
び
審
査
結
果

　
制
度
の
後
退
に
よ
り
、
難
病
対
象
で
あ
っ
て
も

申
請
を
行
わ
な
い
と
い
う
現
状
に
つ
い
て
、
詳
細

に
調
査
・
研
究
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
意
見
が
出

さ
れ
、
閉
会
中
の
継
続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。

町内唯一の小規模認可保育園
ゆうゆうランド高根沢園

難病医療費助成制度QRコード

9
月
定
例
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衛生費国庫補助金
４％
衛生費国庫補助金
４％

土木費県補助金
１％

土木費県補助金
１％

土木費国庫補助金
23％

土木費国庫補助金
23％

農林水産業費
県負担金
２％

農林水産業費
県負担金
２％

衛生費県補助金
２％

衛生費県補助金
２％

災害復旧費県補助金
０％
災害復旧費県補助金
０％

農林水産業費県補助金
67％

農林水産業費県補助金
67％

商工費県補助金
１％
商工費県補助金
１％

建設産業常 任委員会
付託案件の  審議報告!!

　　　　　　所管課：　都市整備課　 産業課　上下水道課
　　　　　　　　　　　農業委員会　 事務局

平
成
30
年
度

　
補
正
予
算
審
議

説
　
　
明

　
主
な
補
正
内
容
は
、

（
歳
入
）

・
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金

△
３
５
１
６
万
円

・
地
籍
調
査
事
業
負
担
金

△
２
１
６
万
円

・
農
地
集
積
事
業
費
交
付
金

４
３
３
万
円

・
農
業
基
盤
整
備
促
進
事
業
費
補
助
金

△
２
４
５
万
円

（
歳
出
）

・
農
地
集
積
事
業
費４

８
３
万
円

・
元
気
あ
っ
ぷ
む
ら
整
備
事
業
費

△
６
２
６
万
円

・
農
道
整
備
事
業
費５

０
０
万
円

・
道
路
ス
ト
ッ
ク
事
業
費

△
１
９
０
０
万
円

が
主
な
も
の
で
、
そ
の
他
に
職

員
の
人
件
費
、
公
園
維
持
費
、

特
別
会
計
操
出
金
な
ど
の
増
減

額
補
正
が
あ
り
ま
し
た
。

一般会計補正予算に関する主な質疑

補助率の低下!!
国・県ともに財源が不足か

農地集積により有効活用を!!
交付金により７件貸付

Q　
今
回
の
農
地
集
積
事

　
　
　
　

業
の
面
積
は
？

A　
交
付
金
の
利
用
に
つ

　
　
　
　

い
て
は
、
面
積
に
対

す
る
幅
が
あ
り
、
１
ha
を
超
え

２
ha
以
下
が
２
件
、
２
ha
超
え

が
５
件
の
計
７
件
分
で
の
貸
付

分
と
な
っ
て
い
ま
す
。

Q　
道
路
維
持
費
に
お
け

　
　
　
　

る
国
・
県
の
交
付
金

や
補
助
金
が
減
額
補
正
と
な
っ

て
い
る
が
、
そ
の
理
由
は
？

A　
国
の
方
針
と
し
て
、

　
　
　
　
「
被
災
地
の
復
旧
・

復
興
」
や
気
候
変
動
や
災
害
が

増
え
て
い
る
中
で
、「
安
全
・

安
心
の
確
保
」
に
重
点
を
置
い

て
い
る
た
め
、
高
根
沢
町
の
み

な
ら
ず
全
国
的
に
補
助
率
が
下

が
っ
て
い
ま
す
。

農地集積により効率的に利活用

教
え
て

　
　
　
農
地
集
積
事
業
っ
て
な
ぁ
～
に
？

　
農
地
集
積
事
業
と
は
・
・
・

　
農
地
中
間
管
理
機
構
が
出
し
手
（
農
地
所
有
者
）
か
ら
農
地
を
借

り
受
け
、
ま
と
ま
っ
た
形
で
意
欲
あ
る
担
い
手
へ
の
利
用
集
積
を
促

進
す
る
事
業
で
す
。

　

担
い
手
と
は
、
地
域
の
将
来
設
計
と
な
る
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」

の
中
心
経
営
体
や
認
定
農
業
者
、
集
落
営
農
（
法
人
）
等
で
あ
り
、

毎
年
、
定
期
的
に
公
募
し
ま
す
。

　
事
業
は
、
市
町
、
円
滑
化
団
体
、
農
協
等
と
連
携
・
協
力
し
、
実

施
し
て
い
き
ま
す
。

　
対
象
と
な
る
農
地
は
、
農
業
振
興
地
域
内
の
農
地
で
あ
り
、
貸
借

期
間
は
、
原
則
10
年
以
上
で
す
。

　
ま
た
、
担
い
手
へ
の
農
地
の
集
積
・
集
約
化
に
協
力
し
て
い
た
だ

く
個
々
の
出
し
手
に
対
す
る
支
援
と
し
て
、
農
地
中
間
管
理
機
構
に

農
地
を
10
年
以
上
貸
し
付
け
た
場
合
、
貸
付
面
積
に
応
じ
た
経
営
転

換
協
力
金
の
交
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

本
町
に
交
付
さ
れ
る
国
・
県
の

「
負
担
金
」・「
補
助
金
」
の
内
訳

「補助金」「助成金」「負担金」「交付金」の
違いって何？

補助金 国、地方公共団体が審査を通過した企業
などが行う事業に対して支給する支援金

助成金 国、地方公共団体が条件を満たした事業
に対して支給する支援金

負担金 国が特別な利益を受ける事業に対して義
務的に一定額を負担する給付金

交付金
特定の目的をもって交付する金銭を幅広
く指す

9
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果
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水
道
事
業
会
計

「
経
営
計
画
」
を
策
定

説
　
　
明

　
今
回
の
補
正
内
容
は
、
職
員

の
給
与
費
増
額
補
正
と
継
続
費

「
新
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
事
業
」

委
託
業
務
の
締
結
に
よ
る
減
額

補
正
と
い
う
内
容
で
し
た
。

Q　
「
新
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
策

　
　
　
　
定
事
業
」と
は
何
か
？

A　
水
道
事
業
の
経
営
計

　
　
　
　

画
的
な
も
の
で
、
10

年
を
目
安
に
策
定
し
ま
す
。

　
現
在
の
計
画
は
、
平
成
31
年

度
が
目
標
年
度
で
、
平
成
32
年

度
か
ら
10
年
間
の
水
道
事
業
計

画
の
策
定
を
す
る
も
の
で
す
。

宝
積
寺
駅
西
第
一

土
地
区
画
整
理
事
業

特
別
会
計

説
　
　
明

　
今
回
の
補
正
は
、
歳
入
と
し

て
一
般
会
計
繰
入
金
の
減
額
や

平
成
29
年
度
事
業
確
定
に
よ
る

繰
越
金
の
確
定
で
あ
り
、
歳
出

と
し
て
職
員
の
給
与
費
で
あ
り

ま
し
た
。

Q　
今
回
の
補
正
内
容
に

　
　
　
　

関
係
は
な
い
が
、
一

般
保※

留
地
の
売
却
状
況
は
？

A　
本
年
４
月
に
、
一
般

　
　
　
　

保
留
地
10
区
画
を
公

募
し
た
と
こ
ろ
、
全
区
画
売
却

と
な
り
ま
し
た
。

※
保
留
地

　

土
地
区
画
整
理
事
業
に
よ
り
新

し
く
生
み
出
さ
れ
た
土
地
は
、
公

共
用
地
（
道
路
、
公
園
な
ど
）
と

売
却
す
る
土
地
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
、
売
却
し
事
業
費
の

一
部
に
充
て
ら
れ
る
土
地
を
保
留

地
と
呼
び
ま
す
。

主
な
意
見

　
こ
の
２
つ
の
陳
情
は
、
理
由

に
相
違
は
あ
る
も
の
の
、「
土

づ
く
り
セ
ン
タ
ー
」
の
継
続
稼

働
を
求
め
る
同
等
の
内
容
で
あ

る
た
め
、
２
つ
の
陳
情
を
ま
と

め
て
審
議
し
ま
し
た
。

・	

今
回
の
定
例
会
前
の
全
員
協

議
会
で
、
セ
ン
タ
ー
の
今
後

の
方
向
性
の
検
証
の
説
明
を

受
け
た
が
、
現
段
階
で
は
判

断
材
料
が
乏
し
く
、
今
後
の

分
析
に
時
間
を
か
け
慎
重
に

判
断
す
る
こ
と
が
必
要
で
は

な
い
か
。

　
な
ど
の
意
見
が
出
ま
し
た
。

審
査
結
果

　
今
後
の
展
望
を
踏
ま
え
、
更

な
る
調
査
・
検
証
を
し
、
慎
重

な
判
断
を
す
る
た
め
に
、
全
委

員
一
致
で
閉
会
中
の
継
続
審
査

と
な
り
ま
し
た
。

陳
情
者

　
Ｊ
Ａ
し
お
の
や
高
根
沢
地
区

園
芸
生
産
部
会
連
絡
協
議
会

陳
情
内
容

　

こ
の
陳
情
は
、「
土
づ
く
り

セ
ン
タ
ー
」
の
再
稼
働
と
「
た

ん
た
ん
く
ん
」
の
製
造
を
求
め

る
も
の
で
す
。

　

生
産
者
は
、「
た
ん
た
ん
く

ん
」
の
製
造
が
ス
ト
ッ
プ
し
、

供
給
を
受
け
ら
れ
な
い
状
態
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、「
た
ん
た
ん
く
ん
」
の

散
布
を
条
件
に
ブ
ラ
ン
ド
化
し

て
い
る
「
枝
豆
部
会
」
や
「
な
す

部
会
」
は
、
市
場
・
消
費
者
か

ら
高
い
評
価
を
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
他
の
部
会
で
も
「
た
ん
た
ん
く

ん
」
を
投
入
し
、
土
づ
く
り
を

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
今
後
、
循
環
型
農
業
を
更
に

進
め
、
安
全
・
安
心
な
農
産
物

を
生
産
し
て
い
く
た
め
に
は
有

機
質
堆
肥
「
た
ん
た
ん
く
ん
」

は
必
要
不
可
欠
と
い
う
内
容
で

し
た
。

陳
情
者

　

高
根
沢
町
土
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
利
用
組
合

陳
情
内
容

　
こ
の
陳
情
は
、
本
年
５
月
に
、

「
土
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
」
の
一

部
が
破
損
し
、現
在
は
堆
肥「
た

ん
た
ん
く
ん
」
の
製
造
を
行
っ

て
い
な
い
状
況
に
あ
り
、
今
後

の
セ
ン
タ
ー
の
方
向
性
が
検
討

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
当
組
合
は
、
堆
肥
製
造
の
原

材
料
「
畜
糞
尿
」
の
提
供
・
収

集
を
安
定
供
給
す
る
た
め
、
利

用
組
合
を
設
立
し
運
営
し
て
き

ま
し
た
。

　

そ
の
一
方
、
畜
産
環
境
は

日
々
変
化
し
、「
家
畜
排
泄
物

法
」
な
ど
に
よ
り
、
管
理
基
準

も
厳
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
循
環
型
農
業
と
畜
産
環
境
発

展
に
資
す
る
こ
と
か
ら
、
セ
ン

タ
ー
の
存
続
を
強
く
希
望
す
る

内
容
で
す
。

建設産業常 任委員会
付託案件の  審議報告!!

　　　　　　所管課：　都市整備課　 産業課　上下水道課
　　　　　　　　　　　農業委員会　 事務局

どうなる 「土づくりセンター」

２団体が陳情を提出

陳
情
に
関
す
る
審
議

　
土
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
存
続
に
関
す
る
陳
情

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＆

　
土
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
継
続
稼
働
に
関
す
る
陳
情

本町の農産物ブランド化に必要な
「堆肥たんたんくん」

特
別
会
計
＆
事
業
会
計
に
関
す
る
審
議現在の町水道ビジョンの概要

9
月
定
例
会
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果

予
算
要
求

委
員
会
審
議

一

般

質

問

（13）（13）



要
援
護
者
支
援
委
託
事
業

Q　
委
託
事
業
の
内
容
は
？

A　
社
会
福
祉
協
議
会
に

　
　
　
　

委
託
し
て
い
ま
す
。

　
高
齢
者
の
み
世
帯
、
身
体
障

が
い
者
1
級
・
2
級
、
要
介
護

3
以
上
の
方
な
ど
を
調
査
し
、

希
望
者
を
要
援
護
者
台
帳
に
登

録
し
ま
す
。

　
月
に
2
回
、
住
民
基
本
台
帳
か

ら
新
た
な
該
当
者
の
情
報
を
得
て
、

調
査
委
員
が
訪
問
し
ま
す
。

緊
急
通
報
装
置

貸
付
事
業

Q　
事
業
内
容
と
効
果
は
？

A　
一
人
暮
ら
し
の
高
齢

　
　
　
　

者
世
帯
に
貸
し
付
け

て
い
ま
す
。

　
ア
ル
ソ
ッ
ク
に
委
託
し
、
１
４

０
件
の
利
用
が
あ
り
ま
す
。

　
利
用
者
は
ボ
タ
ン
を
押
す
だ
け
で
、

警
備
会
社
が
適
切
に
対
応
し
ま
す
。

　
装
置
を
設
置
し
て
い
る
こ
と

で
、
利
用
者
の
安
心
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。

地
域
お
こ
し
事
業

Q　
地
域
お
こ
し
協
力
隊

　
　
　
　

2
名
の
活
動
内
容
及

び
評
価
は
？

A　
「
の
ぶ
お
の
音
楽
祭
」

　
　
　
　

や
「
宝
探
し
」
等
を

開
催
し
、
多
く
の
音
楽
活
動
グ

ル
ー
プ
や
地
元
の
飲
食
店
が
参

加
し
ま
し
た
。

　
町
の
良
さ
を
知
っ
て
も
ら
う

と
共
に
に
ぎ
わ
い
を
創
出
す
る

活
動
に
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
烏
山
沿
線

ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業

Q　
本
事
業
の
活
動
内
容

　
　
　
　
と
成
果
は
？

A　
駅
か
ら
ハ
イ
キ
ン
グ

　
　
　
　

の
実
施
や
、
マ
ル

シ
ェ
を
開
催
し
て
、
特
産
品
や

観
光
の
魅
力
を
発
信
し
、
さ
ら

に
サ
イ
ク
リ
ン
グ
マ
ッ
プ
を
作

成
・
配
布
し
ま
し
た
。

　
29
年
度
は
、
観
光
客
入
込
数

が
約
4
万
人
を
記
録
し
ま
し
た
。

創
業
支
援
事
業

Q　
事
業
内
容
と
効
果
は
？

A　
家
賃
の
2
分
の
1
を

　
　
　
　

限
度
に
月
5
万
円
以

内
を
24
か
月
間
補
助
し
ま
す
。

　
７
件
の
創
業
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

　
創
業
に
は
、
様
々
な
ハ
ー
ド

ル
が
あ
る
た
め
、
情
報
交
換
を

し
な
が
ら
相
談
に
乗
り
ま
す
。

　
ま
た
、
取
り
や
め
た
場
合
に

は
、
そ
の
理
由
を
分
析
し
ま
す
。

みんなの税金は有効  に使われているか?
平成29年度の全事業歳出総   額171億1015万円を認定

今回も決算特別委員会を設置し、全議員で慎重審査！！
　町の予算が適正に執行されているかを確認することは重要で、「住みやすい町の
実現に向けた施策」であるか、「暮らしの安全・安心の確保」、「定住人口の増加に
よる地域活性化」を目指しているか等の観点から、慎重に審査しました。

結果、賛成多数で採択！！

Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
促
進
事
業

Q　
事
業
内
容
と
効
果
は
？

A　
「
行
っ
ち
ゃ
う
？
た

　
　
　
　

か
ね
ざ
わ
」
を
2
回

開
催
し
ま
し
た
。

　
好
評
で
あ
り
、
高
根
沢
町
に

移
り
住
ん
で
も
ら
う
き
っ
か
け

に
な
る
と
捉
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
「
駅
の
前
の
マ
ー

ケ
ッ
ト
」
を
4
回
（
内
1
回
は

荒
天
の
た
め
中
止
）
開
催
し
、

多
く
の
来
場
者
で
賑
わ
い
、
高

根
沢
町
を
知
っ
て
も
ら
う
き
っ

か
け
と
な
り
ま
し
た
。

重要な役割を担う移住・定住・創業支援センター

　多くの来場者で賑わう「駅の前のマーケット」

9
月
定
例
会
採

決

結

果

一

般

質

問

委
員
会
審
議

予
算
要
求

（14）（14）



宝
積
寺
駅
西
第
一

土
地
区
画
整
理
事
業

Q　
保
留
地
販
売
実
績
と

　
　
　

 

事
業
の
整
備
状
況

は
？A　

保
留
地
が
１
件
、
付

　
　
　
　

け
保
留
地
が
１
件
で

あ
り
、
販
売
額
の
合
計
金
額
は

４
５
３
万
円
で
す
。

　
道
路
築
造
は
平
成
30
年
度
に

発
注
を
完
了
し
ま
す
が
、
下
水

道
布
設
が
あ
る
た
め
、
平
成
31

年
度
へ
繰
り
越
し
ま
す
。

水
道
事
業
会
計

Q　
資
金
期
末
残
高
か
ら

　
　
　
　

検
討
し
て
水
道
料
金

値
下
げ
の
考
え
は
？

A　
今
後
、
光
陽
台
・
宝

　
　
　
　

石
台
地
区
の
水
道
管

更
新
時
期
を
迎
え
ま
す
。

　
そ
の
工
事
費
に
資
金
を
充
当

す
る
た
め
、
料
金
の
値
下
げ
は

考
え
て
い
ま
せ
ん
。

国
民
健
康
保
険
税

Q　
滞
納
に
よ
る
短
期
被

　
　
　
　
保
険
者
証
及
び
資
格

者
証
明
書
の
発
行
人
数
は
？

　

ま
た
、
差
し
押
さ
え
件
数

は
？A　

短
期
被
保
険
者
証
は
、

　
　
　
　

１
６
１
世
帯
で
１
６

６
人
、
資
格
証
明
書
は
、
25
世

帯
で
29
人
で
す
。

　
ま
た
、
税
の
滞
納
に
よ
る
差

し
押
さ
え
件
数
は
、
１
０
８
件

で
収
納
額
は
５
５
５
万
円
で
す
。

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

事
業

Q　
事
業
内
容
と
効
果
は
？

A　
相
談
員
２
名
を
配
置

　
　
　
　

し
、
相
談
件
数
は
１

１
５
件
で
、
電
話
で
の
相
談
が

58
件
、
来
所
で
の
相
談
が
57
件

で
す
。

　

相
談
内
容
は
、
架
空
請
求
、

工
事
関
係
、
電
話
で
の
勧
誘
に

よ
る
も
の
が
主
な
も
の
で
す
。

　
町
民
へ
の
周
知
は
、
町
広
報

誌
や
啓
発
用
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を

作
成
し
、
新
聞
折
り
込
み
を
し

て
い
ま
す
。

職
員
健
康
管
理
費

Q　
対
策
は
十
分
か
？

A　
定
期
健
康
診
断
及
び

　
　
　
　

ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
必
要
で
あ
れ
ば
産
業
医
に
診

断
し
て
も
ら
い
ま
す
が
、
以
前

に
比
べ
受
診
者
は
少
な
く
な
っ

て
い
ま
す
。

土
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

維
持
管
理
費

Q　
管
理
委
託
及
び
工
事

　
　
　
　

請
負
費
の
内
容
は
？

A　
管
理
委
託
費
は
、
Ｊ

　
　
　
　

Ａ
へ
の
委
託
で
、
そ

の
内
の
修
繕
費
で
、
約
１
４
０

０
万
円
の
支
出
が
あ
り
ま
す
。

　
発
酵
槽
テ
ン
ト
災
害
復
旧
工

事
費
は
、
台
風
の
強
風
に
よ
る

二
ヶ
所
の
穴
空
き
の
補
修
の
た

め
、
６
４
８
万
円
の
支
出
で
す
。

町
税
収
納
対
策

Q　
差
し
押
さ
え
件
数
と

　
　
　
　

そ
の
収
納
額
は
？

A　
動
産
２
件
、
債
権
２

　
　
　
　

０
９
件
、
不
動
産
６

件
な
ど
で
収
納
額
は
１
８
３
０

万
円
で
す
。

　
今
後
も
自
主
財
源
の
確
保
及

び
税
負
担
の
公
平
性
の
観
点
か

ら
効
率
的
に
滞
納
整
理
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税

奨
励
事
業

Q　
事
業
の
成
果
と
課
題
は
？

A　
返
礼
品
は
、
納
税
額

　
　
　
　

の
３
割
が
限
度
で
す
。

　
２
１
４
件
で
３
７
４
万
円
の

ふ
る
さ
と
納
税
が
あ
り
ま
し
た
。

　
返
礼
品
は
、
イ
チ
ゴ
や
ジ
ャ

ム
・
ス
コ
ー
ン
等
が
主
な
も
の

で
す
。

　
今
後
は
、
町
内
産
の
梨
や
ぶ

ど
う
等
も
含
め
る
予
定
で
す
。

みんなの税金は有効  に使われているか?
平成29年度の全事業歳出総   額171億1015万円を認定

循環型社会形成の土づくりセンター

滞納はダメ、ゼッタイ！！

特
別
会
計
・
事
業
会
計

9
月
定
例
会
採

決

結

果

予
算
要
求

委
員
会
審
議

一

般

質

問
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公
共
施
設
ト
イ
レ
整
備

　
公
共
施
設
の
ト
イ
レ
洋
式

化
と
石
末
グ
ラ
ン
ド
の
ト
イ

レ
男
女
分
離
化
に
か
か
る
整

備
費

町
道
改
良
・
改
修
事
業

　
路
面
損
傷
が
著
し
く
、
交

通
障
害
に
つ
な
が
る
路
線
の

整
備
費

　

予
算
要
求
内
容
の
紹
介

公
共
施
設
の
管
理
・
修
繕

　
公
共
施
設
の
長
寿
命
化
を

図
る
た
め
、
修
繕
費
及
び
適

切
な
管
理
が
で
き
る
技
術
系

臨
時
職
員
の
人
件
費

防
災
ラ
ジ
オ
貸
付
事
業

　
「
防
災
無
線
が
聞
こ
え
な

い
！
」
と
い
う
声
は
多
く
、

緊
急
時
や
避
難
情
報
等
が

し
っ
か
り
伝
達
で
き
る
よ
う

防
災
無
線
改
修
費
と
防
災
ラ

ジ
オ
購
入
補
助
費

　
そ
う
だ
っ
た
の
か
！

　
予
算
要
求
ま
で
の
流
れ

　
行
政
は
、
９
月
頃
か
ら
次

年
度
の
予
算
編
成
に
向
け
て

動
き
始
め
ま
す
。

　
毎
年
３
月
の
定
例
会
で
予

算
を
審
議
し
ま
す
が
、
議
会

も
９
月
に
は
予
算
要
求
で
き

る
体
制
整
備
を
し
、
次
年
度

予
算
反
映
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

①　

各
議
員
よ
り
予
算
要

求
意
見
の
提
出

　
　
　
　
　
↓

②　
議
会
事
務
局
に
よ
り
担

当
課
ご
と
の
振
り
分
け

　
　
　
　
　
↓

③　
各
常
任
委
員
会
の
担
当

分
野
に
お
い
て
審
議

　
　
　
　
　
↓

④　

議
員
全
員
協
議
会
で

再
審
議
及
び
決
定

　
　
　
　
　
↓

⑤　
町
長
に
予
算
要
求

　

は
じ
め
に

　
私
た
ち
議
会
は
、
日
頃
の

活
動
で
町
民
の
皆
様
か
ら
の

ご
意
見
を
聞
き
、
議
会
の
中

で
審
議
・
提
言
し
て
い
ま
す
。

　
「
暮
ら
し
＝
政
治
」
と
、

密
接
な
関
係
の
と
こ
ろ
を
携

わ
っ
て
い
る
議
会
は
、
町
民

の
負
託
に
応
え
る
べ
く
「
審

査
・
審
議
」、「
議
決
」、「
一

般
質
問
」、「
要
望
」
な
ど
を

行
い
、
暮
ら
し
の
満
足
度
を

上
げ
ら
れ
る
よ
う
、
日
々
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
は
、
予
算
要
求
の

流
れ
と
、
次
年
度
に
向
け
た

議
会
か
ら
の
予
算
要
求
の
概

要
を
町
民
の
皆
様
に
お
示
し

い
た
し
ま
す
。

特
定
健
診
・
が
ん
検
診
受
診

向
上
に
つ
な
が
る
補
助

　

ヤ
ン
グ
健
診
の
値
下
げ
、

乳
が
ん
検
診
対
象
年
齢
引
き

下
げ
の
補
助
費
用

駅
東
口
渋
滞
解
消
整
備

　
駅
東
北
道
路
と
東
口
侵
入
道

路
の
接
続
に
か
か
る
整
備
費

駅
東
渋
滞
写
真

こ
の
他
、

・　
消
防
団
活
動
設
備
強
化

・　
ひ
よ
こ
の
家
整
備

・　
ク
ラ
ブ
・
部
活
動
支
援

・　
学
校
防
犯
対
策

・　
北
区
内
道
路
問
題
解
消

・　
地
籍
調
査
事
業

な
ど
の
事
業
費
用
を
要
求
し

ま
し
た
。

老朽化が進む庁舎

現在の石末グラウンドトイレ
利用者が使い勝手良い環境へ

若いときから
健康意識向上へ

渋滞解消で
利便性向上へ

今回要求した整備路線、町道311号（左）319号（中）
346号（右）の路面状況。

防災ラジオイメージ写真

町民の福祉向上のため要望書を提出

議会からの平成31年度予算要求の概要
町民の負託にこたえる!!

９
月
定
例
会

委
員
会
審
議

採

決

結

果

一

般

質

問

予
算
要
求

（16）



　詳細は、YouTubeやDVD・会議録
をご覧ください。

　会議録は、定例会及び臨時会の終了後、
約２ケ月後に発行します。
　役場・図書館（中央館・仁井田分館・上高根
沢分館）で貸出し、閲覧ができます。

DVD
会議録

YouTube

町
政
を問

う
！

６
人
の
議
員
が
登
壇

◆佐藤　晴彦　議員………………18
①働き方改革による社会への変化は
②熱中症対策は万全か
③災害時のリスク低減に向けて

◆澤畑　宏之　議員………………19
①定住人口４万人への挑戦は
②コミュニティスクールの運営方法は

◆髙根　　博　議員………………20
①空き家対策に対する安全対策を
②重度心身障害者の医療費助成制度の充実を

◆齋藤　誠治　議員………………21
①㈱高根沢町元気あっぷ公社の今後の経営改善は
②道の駅設置計画の具体的な取り組みは

◆横須賀忠利　議員………………22
①新庁舎建設スケジュールは
②東小プロポーザル審査に関する説明の相違は
③「町の流れを変えてはいけない」との発言

◆森　　弘子　議員………………23
①宝積寺市街地の生活環境整備
②駅東口の整備
③避難所の運営にスフィア基準を 　一般質問のページにあるQRコード、また

は「高根沢町議会　第389回」で検索

９/５一般質問の傍聴者　13名
　皆さんが選んだ議員の考えをリアルタイムで聞くことが
できます。
　ぜひ傍聴にお越しください。
　今回、傍聴された皆様、議会活性化アンケートのご協力
ありがとうございました。

一般質問って？
一般質問は、町の行財政全般に関し、議員主導で政策的な論
議をする場です。
　議長が、質問と答弁がよくかみ合うように議事を進めるた
め、質問する議員も、受ける執行機関もともに十分な準備が
必要です。
　そのため、議員としては、質問の構想を練り理論構成をし
てその要旨を議長に通告する通告制をとっています。
　質問時間は、一人につき質問、答弁、再質問を含め60分以
内です。
　再質問は、一問一答方式で行っています。

傍聴

　本紙では、■の質問を要約して掲載し
ています。

委
員
会
審
議

採

決

結

果

一

般

質

問

予
算
要
求

９
月
定
例
会

（17）（17）



Q　
保
育
園
・
小
中
学

　
　
　
　

校
で
の
熱
中
症
対

策
は
？

A  

教
育
長

・
保
育
園

　
熱
中
症
計
が
警
戒
レ
ベ
ル

を
示
し
た
時
は
、
屋
外
活
動

を
屋
内
に
変
更
し
て
い
る
。

　
エ
ア
コ
ン
の
活
用
、
こ
ま

め
な
水
分
補
給
、
プ
ー
ル
活

動
時
の
日
よ
け
の
設
置
な
ど

の
対
策
を
し
て
い
る
。

・
小
中
学
校

　

熱
中
症
計
の
活
用
を
し
、

体
育
・
部
活
動
の
配
慮
・
制

限
を
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
校
長
会
で
の
注
意

喚
起
、
町
教
育
委
員
会
で
作

成
し
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
配

布
等
も
行
っ
て
い
る
。

Q　
指
定
避
難
所
の
備

　
　
　
　

蓄
品
は
、
ど
の
時

季
に
も
対
応
し
て
い
る
の

か
？A  

町
長

　
寒
い
時
期
に
備
え
て
、
毛

布
、
ス
ト
ー
ブ
な
ど
を
常
備

し
て
い
る
。

　
猛
暑
日
で
の
避
難
所
の
温

度
管
理
が
課
題
だ
が
、
現
在

の
備
え
は
不
十
分
で
あ
る
。

　
供
給
電
力
の
制
限
等
を
考

慮
し
、
冷
風
機・発
電
機
を
、

各
避
難
所
に
数
台
ず
つ
配
備

す
る
な
ど
の
、
限
定
的
対
応

を
考
え
る
。

Q　
各
公
共
施
設
の
安

　
　
　
　

全
点
検
は
、
い
つ
、

誰
が
、
ど
の
よ
う
に
行
っ
て

い
る
の
か
？

A  

町
長

　
施
設
管
理
者
が
月
1
回
点

検
し
、
状
況
の
把
握
、
対
応

を
し
て
い
る
。

Q　
避
難
情
報
発
信
、

　
　
　
　
連
絡
体
制
の
再
確
認・

再
検
討
は
行
っ
て
い
る
の
か
？

A  

町
長

　
関
係
機
関
と
訓
練
や
研
修

を
行
な
い
、
避
難
情
報
発
令

の
連
携
を
図
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
鬼
怒
川
堤
防
決
壊

を
想
定
し
、
本
町
が
避
難
情

報
発
令
の
助
言
を
も
ら
う

「
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
訓
練
」
を

下
館
河
川
事
務
所
長
と
定
期

的
に
行
っ
て
い
る
。

Q　
行
政
は
町
民
に
対

　
　
　
　

し
、
熱
中
症
対
策

の
啓
発
・
取
り
組
み
を
し
て

い
る
の
か
？

A  

町
長

　
環
境
省
の
熱
中
症
予
防
サ

イ
ト
か
ら
配
信
さ
れ
る
「
暑

※
　

さ
指
数
」
が
、
31
℃
以
上
の

危
険
レ
ベ
ル
に
達
す
る
予
測

が
さ
れ
た
時
に
、
防
災
無
線

で
注
意
喚
起
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
町
広
報
誌
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
、
日
常
生
活
で

の
注
意
点
を
お
知
ら
せ
し
て

い
る
。

※
暑
さ
指
数
（W

BGT

）

人
体
と
外
気
と
の
熱
の
や
り
と
り

（
熱
収
支
）
に
着
目
し
た
指
標
で
、

①
湿
度
、
②
日
射
・
輻
射
（
ふ
く

し
ゃ
）
な
ど
周
辺
の
熱
環
境
、
③

気
温
の
３
つ
を
取
り
入
れ
た
指

標
。

Q　
屋
外
活
動
時
の
対

　
　
　
　

策
と
し
て
、
ミ
ス

ト
扇
風
機
や
日
よ
け
の
常
設

を
し
て
は
？

A  

教
育
長

　

屋
外
・
屋
内
を
問
わ
ず
、

施
設
利
用
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

の
作
成
と
、
熱
中
症
計
を
備

え
て
、
適
切
な
対
応
を
取
れ

る
体
制
を
整
え
る
。

　

ま
た
、
ミ
ス
ト
扇
風
機
・

日
よ
け
施
設
の
常
設
に
つ
い

て
は
、
対
策
の
有
効
性
を
調

査
し
、
導
入
の
必
要
性
を
検

討
す
る
。

問熱中症対策は万全か
　答【教育長】施設利用ガイドライン

を作成
佐藤　晴彦 議　 員

熱
中
症

熱
中
症

熱中症計

環境省熱中症予防サイト
一度アクセスしてみては

災
害
災
害 問

災
害
時
の
リ
ス
ク
低
減
に
向
け
て

　
　
答【
町
長
】避
難
所
に
冷
風
機

な
ど
の
配
備
を
検
討

熱中症対策は十分ですか？（６月の町小学生陸上大会）

阿小の防災倉庫
備えは万全か？

９
月
定
例
会

委
員
会
審
議

採

決

結

果

一

般

質

問

予
算
要
求
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Q　
今
後
、
取
り
組
む

　
　
　

  

政
策
は
？

A  

町
長

　
「
地
域
経
営
計
画
」
の
前

期
計
画
が
平
成
32
年
度
で
終

了
し
、「
総
合
戦
略
」
が
平

成
31
年
度
に
終
了
す
る
。

　
平
成
31
年
度
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
計
画
の
最
終
的
な
目
標

を
見
据
え
た
重
要
な
年
度
と

な
る
た
め
、「
本
町
の
魅
力

を
感
じ
る
」、「
選
ん
で
い
た

だ
け
る
」
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
き
、
定
住
人
口
増
加

に
よ
り
地
域
を
活
性
化
し
て

い
く
よ
う
、
全
行
政
分
野
で

の
取
り
組
み
を
進
め
る
。

　

ま
た
、「
元
気
あ
っ
ぷ
む

ら
」
を
拠
点
に
新
た
な
賑
わ

い
な
ど
を
創
出
す
る
取
り
組

み
を
具
体
的
に
進
め
る
。

Q　
現
在
ま
で
の
、
定

　
　
　

 

住
人
口
増
加
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
取
り
組
み
と
成

果
は
？

A  

町
長

　
取
り
組
み
の
全
体
像
と
し

て
、「
定
住
人
口
増
加
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
で
４
つ
の
高
根

沢
の
姿
を
示
し
、「
地
域
経

営
計
画
２
０
１
６
」
は
重
点

取
り
組
み
10
項
目
と
チ
ャ
レ

ン
ジ
40
を
定
め
、「
総
合
戦

略
」
で
は
30
の
施
策
と
地
方

創
生
関
連
事
業
の
展
開
を

行
っ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を

し
て
き
た
結
果
、
本
町
の
人

口
減
少
は
下
げ
止
ま
り
傾
向

に
な
っ
て
い
る
。

問定住人口4万人への挑戦は
　答【町長】人口減少が下げ止まり傾向に

澤畑　宏之 議　 員

定住人口増加
プロジェクト（概要版）

平成 27 年に作成した冊子

Q　
今
ま
で
の
、
学
校

　
　
　

 

評
議
員
制
度
と
運

営
協
議
会
制
度
の
違
い
と
役

割
は
？

Q　
本
町
で
実
施
す
る

　
　
　

 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス

ク
ー
ル
は
、
何
を
目
的
と
す

る
の
か
？

A  

教
育
長

　
高
根
沢
版
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ス
ク
ー
ル
は
、
学
校
が
家
庭

や
地
域
の
協
働
に
よ
り
、
子

ど
も
達
を
育
成
す
る
組
織
を

目
指
し
、
「
み
ん
な
の
学

校
」
と
名
付
け
、
現
在
準
備

を
進
め
て
い
る
。

　
協
働
に
よ
る
新
た
な
教
育

力
を
最
大
限
に
活
か
し
、
よ

り
一
層
子
ど
も
達
の
生
き
る

力
の
育
成
を
図
っ
て
い
く
と

い
う
目
的
で
、
各
学
校
に
学

校
運
営
協
議
会
を
設
置
し
、

特
色
あ
る
学
校
教
育
が
実
施

さ
れ
る
。

問
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
の
運
営
方
法
は

　
答【
教
育
長
】各
学
校
に
学
校
運
営
協
議
会
を

設
置

A  

教
育
長

　

学
校
評
議
員
制
度
は
、
学

校
教
育
法
に
基
づ
く
制
度

で
、
そ
の
目
的
は
開
か
れ
た

学
校
づ
く
り
の
推
進
で
あ
る
。

　
保
護
者
や
地
域
住
民

な
ど
の
意
見
を
聞
き
、

学
校
運
営
に
反
映
で
き

る
制
度
で
、
学
校
教
育

活
動
の
理
解
や
評
価
を

い
た
だ
い
て
い
る
。

　
学
校
運
営
協
議
会
制

度
は
、
保
護
者
や
地
域

の
代
表
だ
け
で
な
く
、

学
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

一
緒
に
活
動
し
て
く
れ

る
方
も
含
め
、
学
校
経

営
計
画
の
承
認
や
評

価
、意
見
を
い
た
だ
き
、

と
も
に
目
標
に
向
か
っ

て
進
ん
で
い
く
。

人
口
対
策

人
口
対
策

教
育
教
育

        保護者の力を活かした「手話教室」（阿小）

９
月
定
例
会

委
員
会
審
議

採

決

結

果

一

般

質

問

予
算
要
求
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Q　
ど
の
よ
う
な
対
策

　
　
　
　

を
行
い
、
問
題
解

決
を
図
る
の
か
？

A  

町
長

　

管
理
不
全
の
情
報
に
は
、

現
地
確
認
を
し
、
所
有
者
や

管
理
者
に
対
し
指
導
書
を
送

付
す
る
。

　

樹
木
等
の
管
理
不
全
は
、

状
況
報
告
を
送
付
す
る
。

　
そ
れ
で
も
改
善
し
な
い
場

合
は
、
条
例
等
に
基
づ
い
た

勧
告
を
し
、
必
要
な
措
置
を

取
る
よ
う
命
令
し
、
命
令
に

従
わ
な
い
時
は
、
所
有
者
や

管
理
者
の
氏
名
を
公
表
す

る
。

　

ま
た
、「
空
き
家
バ
ン
ク

シ
ス
テ
ム
」
で
、
空
き
家
の

有
効
活
用
に
つ
な
げ
る
と
と

も
に
、
管
理
義
務
を
明
確
に

し
て
、
安
心
安
全
な
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
す
る
。

Q　
空
き
家
の
現
状
は
？

A  

町
長

　
平
成
27
年
４
月
に
「
空
き

家
等
に
関
す
る
条
例
」
が
施

行
さ
れ
、
こ
れ
と
共
に
「
空

き
家
等
対
策
に
関
す
る
特
別

措
置
法
」
に
基
づ
き
適
正
に

管
理
を
し
て
い
る
。

　
現
在
ま
で
、
管
理
不
全
の

情
報
が
あ
っ
た
空
き
家
は
22

件
で
、「
特
定
空
き
家
等
」

に
あ
た
る
の
が
４
件
、
庭
木

の
管
理
不
全
で
状
況
報
告
を

行
っ
た
も
の
が
７
件
あ
る
。

問空き家に対する安全対策を
　答【町長】条例に基づいて対応をしていく

髙根　　博 議　 員

問重度心身障がい者の医療費助成制度の充実を
　答【町長】現物給付・自動償還払い方式は考えていない

　
ま
た
、
自
動
償
還
払
い
方

式
は
、
診
療
時
に
自
己
負
担

額
を
全
額
支
払
う
と
、
医
療

機
関
か
ら
助
成
金
の
申
請
が

あ
っ
た
と
み
な
し
、
受
給
者

の
指
定
口
座
に
助
成
金
を
振

り
込
む
方
式
で
あ
る
。

　
こ
の
方
式
を
導
入
す
る
に

は
、
国
民
健
康
保
険
団
体
連

合
会
や
社
会
保
険
診
療
報
酬

支
払
基
金
等
か
ら
、
診
療

デ
ー
タ
を
提
供
し
て
も
ら
う

必
要
や
、
県
内
市
町
で
導
入

し
て
い
る
と
こ
ろ
が
な
く
、

町
単
独
で
シ
ス
テ
ム
の
開

発
・
改
修
に
多
大
な
費
用
を

負
担
す
る
こ
と
に
な
り
、
こ

の
方
式
の
導
入
は
考
え
て
い

な
い
。

Q　
現
物
給
付
に
向
け

　
　
　
　

た
本
町
の
取
り
組

み
は
？

　
ま
た
、
現
物
給
付
が
難
し

け
れ
ば
自
動
償
還
払
い
の
考

え
は
あ
る
か
？

A  

町
長

　

平
成
29
年
度
の
助
成
額

は
、
約
３
４
９
０
万
円
を
助

成
し
て
い
る
。

　

現
物
給
付
を
導
入
す
る

と
、
県
補
助
金
が
２
分
の
１

か
ら
４
分
の
１
に
減
額
さ

れ
、
町
の
負
担
額
が
約
２
０

０
０
万
円
増
加
す
る
。

　
町
の
負
担
が
２
倍
以
上
に

な
る
の
で
、
現
時
点
で
の
導

入
は
考
え
て
い
な
い
。

空
き
家

空
き
家

福
祉
福
祉

年々朽ち果てる空き家
空き家の有効活用を

高根沢町
空き家バンク

９
月
定
例
会

委
員
会
審
議

採

決

結

果

一

般
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予
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問元気あっぷ公社の今後の経営改善は
　答【町長】新たな「施設整備」が必要

Q　
筆
頭
株
主
で
あ
る

　
　
　
　

町
は
、
決
算
で
赤

字
に
な
る
こ
と
は
把
握
し
て

い
た
の
か
？

A  

町
長

　
経
営
状
況
は
、
担
当
課
の

産
業
課
で
、
元
気
あ
っ
ぷ
公

社
か
ら
四
半
期
ご
と
の
経
営

状
況
の
報
告
を
受
け
て
い
た

の
で
、
決
算
で
赤
字
に
な
る

こ
と
は
株
主
総
会
の
前
に
把

握
し
て
い
た
。

Q　
道
の
駅
の
全
体
事

　
　
　

 

業
計
画
と
、
元
気

あ
っ
ぷ
む
ら
と
の
連
携
は
？

A  

町
長

　

平
成
32
年
４
月
の
プ
レ

オ
ー
プ
ン
に
向
け
、
今
年
度

中
に
道
の
駅
の
登
録
申
請
を

行
う
と
と
も
に
、
道
路
情
報

や
観
光
情
報
な
ど
を
発
信
す

る
情
報
発
信
館
と
屋
外
ト
イ

レ
、
駐
車
場
を
整
備
す
る
。

　
ま
た
、
道
の
駅
は
「
元
気

あ
っ
ぷ
む
ら
」
を
活
性
化
さ

せ
る
１
つ
の
要
素
で
、
全
国

に
知
っ
て
も
ら
う
手
段
に
な

る
と
考
え
て
い
る
。

　

一
体
的
な
整
備
を
行
い
、

新
た
な「
元
気
あ
っ
ぷ
む
ら
」

を
創
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

Q　
道
の
駅
の
収
支
見

　
　
　

 

込
み
と
、元
気
あ
っ

ぷ
む
ら
の
連
結
収
支
見
込
み

は
？

Q　
赤
字
要
因
の
分
析

　
　
　
　

と
赤
字
解
消
す
る

た
め
の
経
営
改
善
は
？

A  

町
長

　
新
た
な
商
品
や
サ
ー
ビ
ス

向
上
で
も
、
黒
字
に
な
る
こ

と
が
出
来
な
か
っ
た
こ
と
か

ら
、「
元
気
あ
っ
ぷ
む
ら
」

は
経
営
健
全
化
を
図
る
こ
と

が
困
難
な
施
設
で
あ
る
と
分

析
で
き
る
。

　
ま
た
、
赤
字
の
主
な
原
因

は
、
現
状
の
温
泉
や
レ
ス
ト

ラ
ン
、
農
産
直
売
所
が
頑

張
っ
て
も
、
黒
字
に
す
る
こ

と
が
で
き
ず
、
黒
字
化
す
る

方
策
が
見
え
な
い
施
設
と

な
っ
た
と
い
え
る
。

　

現
状
を
踏
ま
え
、「
元
気

あ
っ
ぷ
む
ら
」
を
赤
字
体
質

か
ら
脱
却
す
る
に
は
、
経
営

の
改
善
指
導
の
み
で
赤
字
脱

却
は
不
可
能
で
あ
り
、「
新

た
な
施
設
整
備
」
が
必
要
で

あ
る
と
判
断
し
た
。

齋藤　誠治 議　 員

指
定
管
理

指
定
管
理

≪経　営　状　況　実　績≫
区　　　 分 平成29年度実績 平成28年度実績

売 上 高 ３億2139万円 ３億2134万円

売 上 原 価 １億5266万円 １億5124万円

売上総利益 １億6873万円 １億7010万円

販売管理費 １億9462万円 １億8127万円

営 業 利 益 ▲2589万円 ▲1117万円

問
道
の
駅
設
置
計
画
の
具
体
的
な
取
組
は

　
答【
町
長
】情
報
発
信
館
、
屋
外
ト
イ
レ
、

　
　
駐
車
場
を
整
備

道
の
駅

道
の
駅

A  

町
長

　
「
道
の
駅
・
元
気
あ
っ
ぷ

む
ら
」
の
収
支
は
、「
元
気

あ
っ
ぷ
む
ら
」
の
活
性
化
に

向
け
た
基
本
計
画
を
作
成
し

た
段
階
で
、こ
れ
か
ら
、個
々

の
事
業
内
容
等
を
精
査
し
、

「
道
の
駅
・
元
気
あ
っ
ぷ
む

ら
」
全
体
の
事
業
計
画
を
策

定
し
て
い
く
。

　

新
た
に
整
備
す
る
施
設

は
、
収
入
が
発
生
す
る
も
の

で
は
な
く
、
ま
た
独
立
し
た

施
設
と
し
て
運
営
す
る
も
の

で
は
な
い
た
め
、「
元
気
あ
っ

ぷ
む
ら
」
と
一
体
で
収
支
を

計
算
す
る
こ
と
に
な
り
、
連

結
収
支
と
い
う
考
え
方
に
は

な
ら
な
い
。

現在の北側駐車場

９
月
定
例
会

委
員
会
審
議

採

決

結

果

一

般

質

問

予
算
要
求
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Q　
平
成
29
年
12
月
７

　
　
　
　

日
の
質
問
・
答
弁

内
容
で
、委
員
長
（
教
育
長
）

は
、「
町
長
の
決
裁
事
項
で

は
な
い
」
と
回
答
し
て
い
る

が
、
平
成
28
年
１
月
28
日
の

時
点
で
、
町
長
の
決
裁
事
項

で
は
な
い
と
理
解
し
て
い
た

の
か
？

A  

教
育
長

　
審
査
委
員
会
の
開
催
前
に

本
要
綱
を
確
認
し
て
お
り
、

平
成
28
年
１
月
28
日
の
時
点

で
も
理
解
し
て
い
る
。

Q　
今
後
の
計
画
は
？

A  

町
長

　
基
本
構
想
・
基
本
計
画
の

策
定
を
中
止
に
し
た
こ
と

で
、
新
庁
舎
建
設
の
議
論
は

無
期
限
で
延
期
す
る
。

問新庁舎建設スケジュールは
　答【町長】無期限延期

横須賀　忠利 議　 員

庁
舎
庁
舎

問東小プロポーザル審査に関する説明の相違は
　答【町長】事業実施に対した決裁を指している
　　【教育長】本要綱を確認し理解している

契
約
契
約

Q　
平
成
30
年
６
月
７

　
　
　
　

日
定
例
会
で
、
審

査
要
領
等
の
審
議
・
決
定
は

「
私
の
決
裁
事
項
で
は
な
い
」

と
答
弁
し
た
。

　
平
成
28
年
１
月
28
日
の
全

員
協
議
会
で
、
町
長
は
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
審
査
要
領
に
つ
い

て
「
私
の
決
裁
事
項
で
す
」

と
説
明
し
た
が
間
違
い
か
？

A  

町
長

　
今
年
６
月
の
答
弁
は
、
プ

ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
で
の
事
業

実
施
に
対
し
て
審
査
会
を
開

催
す
る
前
段
で
、
事
業
実
施

伺
い
に
あ
わ
せ
て
「
実
施
要

領
」「
仕
様
書
」「
審
査
要
領
」

「
審
査
基
準
」
な
ど
、
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
審
査
会
に
提
出
さ

れ
る
会
議
資
料
と
要
領
案
に

つ
い
て
、「
私
が
決
裁
を
す

る
」
と
答
弁
し
て
い
る
。

　
平
成
28
年
１
月
の
全
員
協

議
会
で
「
私
の
決
裁
事
項
」

と
申
し
た
こ
と
は
、
こ
の
事

業
実
施
に
対
し
た
決
裁
を
指

し
た
も
の
で
あ
る
。

Q　
企
画
提
案
書
の
提

          

出
期
限
が
、平
成
30

年
７
月
24
日
と
な
っ
て
い
る

が
、な
ぜ
提
出
期
限
を
待
た
ず

に
、平
成
30
年
７
月
20
日
の
時

点
で
、議
会
全
員
協
議
会
に
資

料
提
出
し
た
の
か
？

A  
町
長

　
昨
年
８
月
の
全
員
協
議
会

以
降
、
新
庁
舎
建
設
に
関
す

る
情
報
を
議
員
各
位
に
示
し

て
い
な
か
っ
た
た
め
、
議
員

の
方
々
よ
り
情
報
提
供
を
求

め
る
声
や
、
新
し
く
議
員
に

な
り
新
庁
舎
建
設
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
知
ら
な
い
方
も

い
る
の
で
、
７
月
20
日
の
全

員
協
議
会
に
改
め
て
建
設
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
提
出
し
た
。

 

現
在
の
庁
舎
は

　

町
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る

役
場
庁
舎
は
、
昭
和
38
年

に
建
て
ら
れ
、
55
年
が
経

過
し
て
い
ま
す
。

　
雨
風
や
地
震
に
耐
え
な
が

ら
歴
史
を
刻
ん
で
い
ま
す
。

平成28年１月の状況

・第１回プロポーザル審査委員会
・第２回プロポーザル審査要領等採点
　　　　及びプレゼンテーション審査
・同種業務実績数の内容を協議・検討

町のシンボル新庁舎建設はいつになるのか？

９
月
定
例
会

委
員
会
審
議

採

決

結

果

一

般

質

問

予
算
要
求

（22）



Q
町
道
に
開
田
組
合

で
使
用
し
た
用
水

路
等
が
残
り
、
交
通
の
支
障

と
な
っ
て
い
る
が
、
町
は
撤

去
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
い

る
の
か
？

A  

町
長

　

開
田
組
合
の
用
水
路
等

は
、
町
が
把
握
し
て
い
る
の

は
、町
道
の
敷
地
で
は
な
く
、

私
有
地
に
整
備
さ
れ
て
い
る

も
の
で
あ
る
。

本
来
、
開
田
組
合
が
解
散
す

る
前
に
用
水
路
等
の
撤
去
を

す
べ
き
で
あ
る
と
思
う
が
、

町
で
撤
去
す
べ
き
で
は
な
い

と
判
断
し
て
い
る
。

Q
東
海
第
二
原
発
再

稼
働
で
、
平
成
30

年
３
月
28
日
、
茨
城
県
城
里

町
と
受
け
入
れ
避
難
自
治
体

の
協
定
が
交
わ
さ
れ
た
。

　
城
里
町
の
６
５
０
０
人
を

受
け
入
れ
る
体
制
は
で
き
て

い
る
の
か
？

A  

町
長

　
こ
の
協
定
は
、
原
子
力
災

害
時
の
受
け
入
れ
で
あ
り
、

地
震
等
複
合
型
の
災
害
で
高

根
沢
町
が
被
災
し
た
場
合

は
、
町
民
が
優
先
で
あ
る
。

　
町
は
、
原
子
力
災
害
が
発

生
し
、
避
難
開
始
の
連
絡
が

城
里
町
か
ら
来
た
段
階
で
避

難
所
の
開
設
を
行
い
、
城
里

町
へ
引
継
ぎ
を
行
う
協
定
と

な
っ
て
い
る
。

A  

町
長

　
ス
フ
ィ
ア
基
準
だ
と
、
避

難
所
の
１
人
当
た
り
の
ス

ペ
ー
ス
は
３
．５
㎡
で
、
ト

イ
レ
は
20
人
に
１
基
の
割
合

で
設
置
さ
れ
、
そ
の
男
女
比

は
１
対
３
に
な
る
よ
う
に
設

置
す
る
等
の
項
目
が
あ
る
。

　
町
の
避
難
所
は
、
１
人
当

た
り
の
ス
ペ
ー
ス
は
２
㎡
で

算
出
し
、
避
難
所
収
容
可
能

人
数
は
６
６
７
３
名
。

　
ス
フ
ィ
ア
基
準
で
算
出
す

る
と
、
約
３
８
０
０
人
し
か

収
容
で
き
ず
、
収
容
可
能
人

数
が
大
幅
に
不
足
す
る
状
況

に
な
る
。

　
町
と
し
て
、
よ
り
高
い
基

準
で
避
難
所
を
開
設
で
き
れ

ば
良
い
と
は
考
え
て
い
る
。

Q
日
本
の
避
難
所

は
、「
ス
フ
ィ
ア

基
準
」
と
い
う
国
際
的
な
基

準
を
満
た
し
て
お
ら
ず
、
避

難
生
活
が
原
因
で
多
く
の
人

が
亡
く
な
っ
て
い
る
。

　
今
後
、
避
難
所
の
運
営
に

「
ス
フ
ィ
ア
基
準
」
を
参
考

に
し
て
は
ど
う
か
？

Q
宝
積
寺
駅
西
第
二

地
区
の
道
路
や
雨

水
、
下
水
道
な
ど
整
備
は
、

都
市
計
画
道
路
を
中
心
と
し

た
「
沿
道
整
備
街
路
事
業
」

で
行
う
方
針
で
あ
る
が
、
事

業
実
施
に
向
け
て
の
推
進
状

況
は
？

A  
町
長

　
来
年
２
月
に
地
域
説
明
会

を
開
催
し
、
平
成
31
年
度
か

ら
各
種
調
査
等
を
実
施
し
て

い
く
考
え
で
い
る
。

Q
駅
前
通
り
の
側
溝

に
、
生
活
雑
排
水

が
流
さ
れ
て
お
り
、
悪
臭
が

酷
い
と
苦
情
が
出
て
い
る
が

町
の
方
策
は
？

A  

町
長

　
町
は
、
市
街
地
の
生
活
雑

排
水
を
適
切
に
処
理
し
、
生

活
環
境
の
向
上
の
た
め
、
公

共
下
水
道
事
業
を
平
成
37
年

度
に
整
備
を
完
了
す
べ
く
、

進
め
て
い
る
。

問「駅西第二地区」都市計画の推進状況は
　答【町長】来年２月に地域説明会を開催

森　弘子 議　 員

問
避
難
所
の
運
営
に
ス

※
　

フ
ィ
ア
基
準
を

　
答【
町
長
】よ
り
高
い
基
準
で
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
開
設
を
考
え
る

災
害
災
害

都
市
計
画

都
市
計
画

使われていない開田組合の用水路

※
ス
フ
ィ
ア
基
準

　

水
の
量
や
ト
イ
レ
の
数
か
ら
避

難
所
の
ス
ペ
ー
ス
に
至
る
ま
で
、

被
災
者
の
安
全
を
守
る
た
め
の
最

低
限
の
基
準
。

９
月
定
例
会

委
員
会
審
議

採

決

結

果

一

般

質

問

予
算
要
求

（23）



広報誌が
スマホで
見れて便利
「マチイロ」＆
「栃木イーブックス」

を検索

Q　

第
２
層
生
活
支
援

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に

な
っ
た
経
緯
は
？

A　
北
高
根
沢
中
学
校
区

の「
地
域
づ
く
り
勉
強
会
」

に
参
加
し
、
そ
こ
で
第
２

層
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

を
知
り
、
興
味
を
抱
き
、

こ
の
役
割
を
担
い
た
い
と

思
っ
た
か
ら
で
す
。

Q　
勉
強
会
に
参
加
す
る

な
ど
、福
祉
に
関
心
を
抱
く

き
っ
か
け
は
何
で
す
か
？

A　
姉
が
病
気
で
、
在
宅

酸
素
を
使
用
し
て
の
生

活
を
見
て
、
社
会
資
源
を

考
え
る
機
会
や
、
ケ
ア
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
仕
事
を
し

て
い
た
こ
と
も
、
関
心
を

抱
く
要
因
に
な
っ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。

Q　
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

と
し
て
、
地
域
の
方
と
話

を
さ
れ
、
地
域
の
福
祉
に

対
す
る
現
状
を
ど
の
様
に

分
析
し
て
い
ま
す
か
？

A　
既
存
の
制
度
や
、
仕

組
み
を
上
手
に
利
用
さ
れ

て
な
く
、
例
え
ば
、
い
つ

で
も
通
え
る
居
場
所
を
知

ら
な
い
地
域
の
方
が
い
る

こ
と
に
気
付
き
ま
し
た
。

Q　

こ
う
し
た
現
状
の

中
、
一
番
大
き
な
地
域
課

題
は
何
だ
と
思
い
ま
す

か
？

A　

住
み
慣
れ
た
地
域

で
、
住
み
続
け
て
い
く
た

め
の
様
々
な
課
題
を
話
し

合
う
場
が
必
要
だ
と
思
い

ま
す
。

　
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な

「
場
づ
く
り
」
を
お
手
伝

い
す
る
こ
と
が
私
の
役
目

の
一
つ
で
す
。

Q　
様
々
な
方
々
と
の
連

携
で
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
が
達
成
で
き
る
と

思
い
ま
す
が
、
北
高
根
沢

中
学
校
区
で
連
携
が
不
足

し
て
い
る
と
感
じ
る
こ
と

は
あ
り
ま
す
か
？

A　
い
ま
以
上
に
、
地
域

住
民
・
福
祉
事
業
者
・
医

療
機
関
・
行
政
な
ど
様
々

な
連
携
が
必
要
だ
と
思
い

ま
す
。

Q　
議
会
に
期
待
す
る
も

の
は
あ
り
ま
す
か
？

A　
議
会
で
、
生
活
支
援

事
業
の
理
解
を
得
る
た

め
、
現
状
や
活
動
に
つ
い

て
話
す
場
を
設
け
て
欲
し

い
で
す
。

Q　
ま
ち
づ
く
り
全
体
の

将
来
像
で
、
ど
の
様
な

町
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す

か
？

A　

生
活
支
援
は
、「
高

齢
者
事
業
」
で
す
が
、
地

域
包
括
と
は
、
高
齢
だ
け

で
な
く
、
障
が
い
の
あ
る

人
や
、
子
ど
も
な
ど
も
含

め
た
「
誰
も
が
」
の
な
か

で
、
全
体
で
考
え
る
必
要

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
近
い
将
来
、
誰
も
が
幸

せ
に
暮
ら
せ
る
社
会
が
実

現
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し

ま
す
。

　
～
取
材
を
終
え
て
～

　
福
祉
事
業
の
重
要
性
を

取
材
を
通
じ
て
感
じ
さ
せ

ら
れ
る
事
が
多
々
あ
り
ま

し
た
。

　
私
た
ち
議
会
も
福
祉
事

業
に
か
か
わ
る
方
々
と
共

に
、
住
み
や
す
い
町
づ
く

り
を
目
指
し
て
、
頑
張
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

暮らしの政治を見てみよう

議会傍聴へ
お越しください

次回の定例会は12月4日～13日予定。
日程詳細・議事録は、

町ホームページをご覧ください。

「議会だより」掲載写真募集
　写真は町内のイベントや人物、風景をとった
ものをデジタルデータ等で提出してください。
皆様の応募をお待ちしています。（写真は返却
いたします）

次回の発行は１月20日になります。
議会の情報をより早く皆様へ

たかねざわまち
議会だよりNo・145
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社
会
福
祉
協
議
会
の
第

２
層
生
活
支
援
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
、
こ
れ

か
ら
の
地
域
福
祉
に
つ

い
て
聞
い
て
み
ま
し
た
。

∞プロフィール∞

古
こ
口
ぐち
　栄
えい
子
こ

出身地：文挾
趣　味：ガーデニング
　　　　 俳句
好きな言葉：「マイペース」

広報委員の突撃
インタビュー
あなたの声を町政に

地域で 「ご近助」

困った時は 「お互い様」

社会の復活に向けて

「地域づくり勉強会」に参加し
た時の古口さん

インタビュー風景
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